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（
一

）

近
代
倫
理
学
生
誕
へ
の
道
（
五
）

―

敬
虔
主
義
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
と
近
代
世
界―

堀
　
　
　

孝
　

彦

【
解
　

説
】

　

敬
虔
主
義
研
究
の
意
義
と
、
そ
の
後
の
テ
ー
マ
と
の
関
連

敬
虔
主
義
に
関
す
る
論
文
を
初
め
て
書
い
た
の
は
、文
学
部
の
卒
論（1954

）

時
点
に
ま
で
遡
る
。
即
ち
「
ド
イ
ツ
啓
蒙
思
潮
の
宗
教
性―

ピ
エ
テ
ィ

ス
ム
ス
と
ア
ウ
フ
ク
レ
ー
ル
ン
グ―
」（
一
九
五
三
年
、
四
〇
〇
字
×

一
七
九
頁
）
で
あ
る
。
最
初
の
学
術
的
論
文
を
、
敬
虔
主
義
へ
の
関
心
か
ら

開
始
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
そ
の
延
長
と
見
な
せ
る
よ
う
な
大
学
院
修
士
論
文
「
シ
ュ
ラ
イ
エ

ル
マ
ッ
ヘ
ル
研
究―

宗
教
本
質
論
及
び
社
会
倫
理
学―

」（
一
九
五
六
年
、

四
〇
〇
字
×
三
九
七
頁
＋
注
八
三
頁
）
を
書
き
、
福
島
大
学
へ
赴
任
し
た

（
一
九
六
一
年
）。
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ヘ
ル
は「
啓
蒙
さ
れ
た
敬
虔
主
義
者
」

と
言
わ
れ
る
。

　

今
こ
こ
に
収
録
し
た
敬
虔
主
義
に
関
す
る
短
文
二
篇
は
、
更
に
ず
っ
と
そ

の
後
に
属
す
る
も
の
（1969

と2000

）
で
あ
り
、
本
稿
の
第
二
論
文
、
即

ち
ト
レ
ル
チ
の
翻
訳
解
説
「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
と
近
代
お
よ
び
現

代
」（1984

）
も
、
そ
の
延
長
上
に
位
置
す
る
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
三
〇
年

間
は
、
敬
虔
主
義
を
め
ぐ
る
考
察
を
底
流
0

0

と
し
て
い
た
時
期
と
捉
え
る
こ
と

も
出
来
る
。

　

福
島
大
学
赴
任
（
一
九
六
一
年
）
後
に
つ
い
て
は
、
既
述
の
よ
う
に
、
教

育
問
題
と
の
出
会
い
を
通
じ
て
〈「
人
間
の
本
性
」
と
倫
理
学
〉
の
テ
ー
マ

へ
移
っ
て
い
た
か
ら
、
そ
れ
は
第
二
期
と
な
り
、
本
連
載
「
近
代
倫
理
学
生

誕
へ
の
道
（
一
）」
以
下
で
解
説
し
た
よ
う
な
順
序
と
な
る
。
し
た
が
っ
て

文
学
部
卒
論
と
大
学
院
修
士
論
文
前
後
の
事
情
説
明
が
欠
け
て
い
た
の
で
、

こ
こ
で
振
り
返
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　

こ
の
第
一
期
に
お
け
る
「
敬
虔
主
義
」
の
考
察
が
い
か
な
る
動
機
や
意
図

を
も
っ
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
、
記
憶
も
不
鮮
明
な
部
分
も
あ
る
が
、
そ
の

後
全
体
の
基
点
に
あ
た
る
の
で
、
重
要
で
あ
る
。

　

通
例
、
最
初
の
卒
論
テ
ー
マ
は
指
導
教
官
の
指
示
に
よ
る
も
の
が
多
か
っ

た
ら
し
く
、
実
際
そ
の
こ
ろ
の
倫
理
学
科
（
金
子
武
蔵
主
任
教
授
）
に
お
い

て
は
、
指
導
教
授
の
指
示
に
従
わ
な
い
テ
ー
マ
で
書
い
た
学
生
は
、
そ
の
後

長
期
に
わ
た
り
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
干
渉
、
手
ひ
ど
い
不
利
益
な
研
究
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
友
人
も
あ
り
、
今
日
か
ら
見
る
と
到
底
想
像
で
き
な
い
ほ

ど
の
も
の
で
あ
っ
た
。「
倫
理
学
」
講
義
の
な
か
で
は
「
敬
虔
主
義
」
に
触

れ
ら
れ
た
記
憶
は
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
タ
イ
ト
ル
を
理
由
に

し
て
筆
者
が
圧
力
を
う
け
な
か
っ
た
の
は
、
卒
論
の
中
心
的
内
容
が
カ
ン
ト
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（
二

）

の
宗
教
哲
学
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
推
察
し
て
い
る
。
自
分
で
テ
ー
マ

を
選
べ
た
の
は
、
そ
の
後
の
関
心
か
ら
振
り
返
っ
て
幸
運
で
あ
っ
た
と
い
え

る
。

　

こ
の
卒
論
自
体
は
、
赤
面
す
る
よ
う
な
失
敗
作
で
あ
る
。「P

ietism
us

と

A
ufklärung

」
と
副
題
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
両
者
が
論
文
本
論
に
お
い
て

結
び
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
カ
ン
ト
が
敬
虔
主
義
に
つ
い
て

名
指
し
で
述
べ
て
い
る
箇
所
は
、
そ
の
マ
イ
ナ
ス
面
の
指
摘
に
つ
き
る
と
い

え
る
ほ
ど
の
批
判
ば
か
り
で
あ
り
、
そ
れ
で
い
な
が
ら
カ
ン
ト
の
敬
虔
主
義

へ
の
思
い
入
れ
は
並
大
抵
の
こ
と
で
は
な
く
、
こ
の
分
裂
し
た
両
者
を
、
彼

の
叙
述
か
ら
直
接

0

0

拾
っ
て
立
証
す
る
こ
と
な
ど
到
底
で
き
な
い
か
ら
で
あ

る
。
母
親
の
膝
の
上
で
の
影
響
を
幾
度
唱
え
て
も
学
術
論
文
の
テ
イ
を
な
さ

ぬ
こ
と
云
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
他
の
方
法
に
は
思
い
つ
か
な
か
っ
た
。
い

ま
で
は
柄
谷
行
人
（『
ト
ラ
ン
ス
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
　

カ
ン
ト
と
マ
ル
ク
ス
』

2004

）
の
よ
う
な
驚
異
的
な
カ
ン
ト
の
読
み
方
も
現
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
飛

躍
さ
せ
れ
ば
体
制
内
的
近
代
倫
理
学
を
破
砕
し
た
点
に
こ
そ
、
カ
ン
ト
の
敬

虔
主
義
が
働
い
た
感
が
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
卒
論
の
「
序
説
」
に
続
く
「
第
一
章
　

啓
蒙
の
精
神
と
ド

イ
ツ
的
受
容
」、「
第
二
章
　

ピ
エ
テ
ィ
ス
ム
ス
と
ド
イ
ツ
啓
蒙
」
に
関
す
る

八
五
頁
は
、
驚
く
べ
く
豊
富
な
、
し
か
し
ま
だ
予
想
的
で
し
か
な
い
指
摘
が

満
載
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
後
の
思
想
史
的
把
握
の
意
図
を
先
取
り
し
て
い
た

こ
と
が
分
か
る
。

　

そ
の
タ
イ
ト
ル
か
ら
し
て
複
雑
で
あ
る
。「
啓
蒙
思
潮
の
非
宗
教
性
」
な

ら
分
か
り
や
す
い
が
、「
宗
教
性
」
で
あ
り
、
ネ
ジ
レ
テ
い
る
。
そ
の
ネ
ジ

レ
の
原
因
が
、第
一
章
の
「
啓
蒙
の
ド
イ
ツ
的
受
容
」
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

す
で
に
こ
こ
で
、
近
代
世
界
の
先
進
と
後
進
と
の
比
較
史
的
問
題
意
識
が
み

ら
れ
る
。
以
下
に
卒
論
の
第
一
、
二
章
の
要
点
を
摘
出
す
る
。

　

「A
ufklärung

」」
と
い
う
語
が
ド
イ
ツ
語
と
し
て
最
初
に
生
ま
れ
た
と
い

う
事
実
か
ら
説
き
起
こ
し
て
、「
ド
イ
ツ
啓
蒙
」
の
特
殊
な
性
格
を
論
じ
始

め
る
。〈
啓
蒙
＝
反
宗
教
時
代
〉
と
み
な
す
の
は
ド
イ
ツ
に
は
当
て
は
ま
ら

な
い
。＊

一
八
世
紀
前
半
、
敬
虔
主
義
が
表
に
な
っ
て
啓
蒙
を
準
備
し
、
後
半
に
は
敬
虔
主
義

は
裏
に
潜
む
。
フ
ラ
ン
ス
や
英
国
で
終
わ
り
か
け
て
い
る
こ
と
が
ド
イ
ツ
で
漸
く
は

じ
ま
り
か
け
て
い
る
。

　

啓
蒙
の
前
史
が
《
新
し
い
》
宗
教
性
か
ら
開
始
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
ド
イ
ツ

の
特
色
が
あ
る
。
こ
の
宗
教
性
は
単
な
る
反
動
で
は
な
く
、
む
し
ろ
敬
虔
主

義
を
も
ド
イ
ツ
啓
蒙
の
一
構
成
要
素
と
し
て
（Frühaufklärung

）、
後
進

国
の
革
新
的
役
割
を
に
な
う
も
の
と
し
て
把
握
す
る
。
筆
者
の
敬
虔
主
義
へ

の
関
心
は
、
ま
さ
に
後
進
国
に
お
け
る
変
革
主
体
形
成
の
可
能
性
い
か
ん
に

あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
も
敬
虔
主
義
を
例
え
ば
中
世
神
秘
主
義
の
伝
統
を
ひ

く
よ
う
な
流
れ
に
お
い
て
で
は
な
く
、
そ
れ
を
ド
イ
ツ
に
限
定
せ
ず
、「
教

会
内
部
で
の
分
派
（
セ
ク
ト
）
的
理
念
の
衝
動
」
と
い
う
ト
レ
ル
チ
の
定
義

に
そ
っ
て
、
ま
ず
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
に
、
つ
い
で
英
国
非
国
教
派
に
と
、
広

く
捉
え
て
い
る
。
こ
の
視
点
は
、
西
欧
全
体
の
近
代
化
と
い
う
文
脈
の
な
か

で
捉
え
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
ひ
い
て
は
後
年
、
近
代
日
本
と
の
関
連
に

言
及
し
て
い
く
芽
を
（
無
意
識
的
に
）
す
で
に
含
ん
で
い
る
。

　

敬
虔
主
義
の
革
新
的
啓
蒙
と
の
連
携
は
や
が
て
破
綻
し
、
プ
ロ
イ
セ
ン
に

代
表
さ
れ
る
上
か
ら
の
啓
蒙
絶
対
主
義
的
近
代
化
の
尖
兵
の
役
割
へ
と
変
容

― 219 ―



名古屋学院大学論集

（
三

）

し
て
い
く
。

　

啓
蒙
と
敬
虔
主
義
と
の
間
の
《
提
携
と
離
反
》
に
つ
い
て
は
、
①
正
統
派

（
ル
タ
ー
派
）
の
信
条
主
義
へ
の
反
作
用
、
②
宗
教
的
寛
容
と
い
う
点
で
の

提
携
と
、
領
邦
国
家
に
お
け
る
寛
容
主
義
の
分
解
、
③
ド
イ
ツ
語
教
育
で
の

提
携
と
、
後
半
に
お
け
る
啓
蒙
一
般
へ
の
否
定
な
ど
が
具
体
的
に
描
か
れ
て

い
る
。

　

ト
レ
ル
チ
の
宗
教
集
団
の
三
類
型
、
ウ
エ
ー
バ
ー
の
敬
虔
主
義
評
価
な
ど

も
活
用
さ
れ
て
い
る
が
、
啓
蒙
の
「
完
成
に
し
て
超
越
」
と
さ
れ
る
カ
ン

ト
が
、
ド
イ
ツ
啓
蒙
の
二
側
面
に
対
す
る
ど
の
よ
う
な
「
完
成
・
超
越
」
で

あ
っ
た
の
か
を
以
下
に
扱
う
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
が
成
功
し
て
い
な
い
こ

と
は
既
述
の
通
り
で
あ
る
。

　

以
上
の
思
想
史
的
な
前
半
は
、
後
半
の
カ
ン
ト
宗
教
論
以
上
に
生
彩
に
富

む
。
本
論
文
は
ピ
ン
ソ
ン
の
著
書
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
た
の
が
幸
運
で

あ
っ
た＊

。
＊K

oppel S. P
inson, P

ietism
 as a Factor in the R

ise of G
erm

an N
ationalism

, 

C
olum

bia U
niversity P

ress, 1934

　

な
お
修
士
論
文
に
つ
い
て
一
言
す
れ
ば
、
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ハ
ー
を

ヘ
ー
ゲ
ル
の
歴
史
倫
理
学
に
対
す
る
社
会
倫
理
学
と
し
て
と
ら
え
、
国
家
へ

の
み
止
揚
統
合
さ
れ
る
ヘ
ー
ゲ
ル
図
式
と
は
異
な
る
、
い
わ
ば
多
元
的
社
会

論
と
し
て
、
よ
り
リ
ベ
ラ
ル
で
は
あ
る
が
、
現
実
の
概
念
把
握
と
し
て
ヘ
ー

ゲ
ル
に
及
ば
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
後
半
部
を
雑
誌
『
理
想
』
に

掲
載
し
、
福
島
大
学
就
任
（1961

）
に
役
立
っ
た
。

　

こ
う
し
て
後
年
ま
と
め
た
『
近
代
の
社
会
倫
理
思
想
』（
一
九
八
三
）
あ

と
が
き
に
、
次
の
ご
と
く
書
か
れ
る
に
至
る
。

「
本
書
は
、
ド
イ
ツ
敬
虔
派
、
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ハ
ー
、
ト
レ
ル

チ
と
い
う
一
つ
の
〝
市
民
的
な
〟
系
譜
を
た
ど
り
、
近
代
的
エ
ー
ト

ス
の
展
開
と
止
揚
の
課
題
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
ド

イ
ツ
に
上
廻
る
後
発
の
近
代
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き
た
わ
れ
わ
れ

の
、
近
代
日
本
に
お
け
る
「
変
革
主
体
形
成
」
の
課
題
（
終
章
）
を―

一
九
三
〇
年
代
危
機
へ
の
対
応
で
あ
っ
た
和
辻
倫
理
学
に
対
す
る
批

判
的
視
角
か
ら
（
序
章
）―

提
示
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
。」

　

和
辻
に
つ
い
て
の
論
文
が
登
場
す
る
の
は
こ
の
時
が
最
初
で
あ
る
。
し
か

し
こ
こ
で
は
、
ウ
エ
ー
バ
ー
を
用
い
て
旧
型
の
町
人
と
近
代
的
産
業
資
本
と

を
区
別
す
べ
き
こ
と
を
西
欧
思
想
史
の
側
か
ら
論
じ
た
も
の
で
あ
り―

ウ

エ
ー
バ
ー
の
視
点―

、
近
代
日
本
を
本
格
的
に
対
象
と
す
る
の
は
名
古
屋
へ

移
っ
た
後
か
ら
で
あ
る
。

一
　

敬
虔
主
義

【
解
　

題
】

敬
虔
主
義
に
つ
い
て
の
短
文
を
二
篇
、
収
録
す
る
。

　

前
者
は
シ
ュ
ペ
ー
ナ
ー
「
敬
虔
な
る
願
望
」1676

の
本
邦
初
訳
（『
キ
リ

ス
ト
教
教
育
宝
典
Ⅴ
』1969

）
に
付
し
た
解
説
で
あ
る
。
翻
訳
は
そ
れ
以

前
に
抄
訳
を
一
九
六
六
年
に
福
島
大
学
教
育
学
部
論
集
一
八
号
の
2
に
試
作

掲
載
し
た
。
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（
四

）

　

翻
訳
の
趣
旨
は
「
ド
イ
ツ
敬
虔
派
の
思
想
と
行
動―

シ
ュ
ペ
ー
ナ
ー
の
ば

あ
い―

」1968

（
『
近
代
の
社
会
倫
理
思
想
』
青
木
書
房1983

所
収
）
か
ら
受
け
継

が
れ
て
い
る
。
筆
者
が
最
初
に
敬
虔
主
義
に
関
心
を
抱
い
た
の
は
前
記
の
通

り
文
学
部
の
卒
論
（1954

年
）
に
ま
で
遡
る
古
い
も
の
で
あ
る
。

　

後
者
は
、
後
年
の
『
新
マ
ル
ク
ス
学
事
典
』
弘
文
堂2000

に
載
せ
た
も

の
で
二
〇
世
紀
ま
で
を
視
野
に
収
め
た
。
こ
の
『
事
典
』
は
マ
ル
ク
ス
生
存

時
代
の
社
会
思
想
に
か
ぎ
り
、「
マ
ル
ク
ス
主
義
0

0

」
の
項
目
を
も
欠
く
と
い
っ

た
特
徴
が
あ
る
。

【
本
　

文
】

1
　

P
・
J
・
シ
ュ
ペ
ー
ナ
ー
『
敬
虔
な
る
願
望
』
一
六
七
六
年
、
訳
者
解
題

　
　
　
　
　
　
　

（『
キ
リ
ス
ト
教
教
育
宝
典
Ⅴ
』
玉
川
大
学
出
版
部
一
九
六
九
年
）

シ
ュ
ペ
ー
ナ
ー
の
生
涯

　

ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
は
「
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
内
部
で
起
こ
っ
た
こ
と
〔
＝
宗

教
改
革
〕
は
、
百
年
と
少
し
後
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
そ
の
も
の
の
内
部

で
、
再
び
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
〔
＝
ド
イ
ツ
敬
虔
派
〕」
と
述
べ
た
が

（“D
oktor Faustus ” X

I

）、
シ
ュ
ペ
ー
ナ
ー
自
身
、
宗
教
改
革
の
継
続
者
と
し
て

の
自
覚
を
も
っ
て
い
た
。
ド
イ
ツ
敬
虔
派
は
、
ミ
ュ
ン
ツ
ァ
ー
や
カ
ー
ル
シ
ュ

タ
ッ
ト
に
代
表
さ
れ
る
「
宗
教
改
革
左
翼
が
も
っ
て
い
た
神
秘
的
要
素
を
、
倫
理

的
要
素
へ
転
換
さ
せ
た
」
と
い
え
よ
う
（M

artin Schm
idt: D

as Zeit alter des 

P
ietism

us, 1965 E
inleitung X

X
III

）。

　

シ
ュ
ペ
ー
ナ
ーP

hilip Jacob Spener

（1635

～1705

）
の
著
作
が
邦
訳
さ
れ

る
の
は
こ
れ
が
最
初
と
思
わ
れ
る
の
で
、
略
歴
を
紹
介
し
て
お
く
。

　

シ
ュ
ペ
ー
ナ
ー
は
上
エ
ル
ザ
ス
の
ラ
ポ
ル
ト
シ
ュ
タ
イ
ン
伯
顧
問
官
の
子
と
し

て
生
ま
れ
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
宗
教
書
や
ア
ル
ン
ト
を
読
ん
で
育
っ
た
。
シ
ュ
ト

ラ
ス
ブ
ル
グ
で
神
学
・
哲
学
・
歴
史
を
学
び
つ
つ
（1651

～58

）、
カ
ル
ヴ
ァ
ン

派
の
フ
ァ
ル
ツ
・
ビ
ル
ケ
ン
フ
ェ
ル
ト
公
子
の
家
庭
教
師
を
つ
と
め
た
（1654

～56

）。
こ
の
こ
ろ
既
に
抱
い
て
い
た
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
的
な
改
革
理
念
は
、

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
遊
学
中
、
神
秘
主
義
的
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ス
トJean de L

abadie

（1610

～74

）
と
の
知
己
に
よ
っ
て
強
ま
り
、
ル
タ
ー
教
会
の
教
条
主
義
を
批
判
し
て

実
践
的
キ
リ
ス
ト
教
を
実
現
し
よ
う
と
念
願
す
る
よ
う
に
な
る
。

　

彼
は
ス
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
グ
の
自
由
説
教
者
（1663

）、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・

ア
ム
・
マ
イ
ン
の
ル
タ
ー
派
教
会
主
任
牧
師
（1666

）
を
歴
任
し
、collegia 

pietatis

（
敬
虔
集
会
）
を
創
設
（1670

）、
本
書“P

ia D
esideria ”

を
公
刊
し
て

（1675

）、
ル
タ
ー
派
教
会
の
改
革
を
提
案
し
た
。

　

そ
の
後
は
ザ
ク
セ
ン
選
帝
侯
の
宮
廷
牧
師
と
し
て
ド
レ
ス
デ
ン
に
招
か
れ

（1686

）、
シ
ュ
ペ
ー
ナ
ー
の
影
響
下
の
も
と
に
、
フ
ラ
ン
ケA

ugust H
erm

ann 

Francke

（1663

～1723

）
ら
を
中
心
と
し
た
敬
虔
派
運
動
が
ラ
イ
プ
チ
ヒ
大
学

で
起
こ
っ
た
。
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
＝
プ
ロ
イ
セ
ン
政
府
の
招
き
で
ベ
ル
リ
ン
の

聖
ニ
コ
ラ
イ
教
会
の
監
督
牧
師
と
な
り
（1691

）、
プ
ロ
イ
セ
ン
教
会
行
政
に
も

関
与
し
た
。
彼
は
、
本
書
の
ほ
か
に
、
三
〇
〇
項
目
を
数
え
る
刊
行
書
を
遺
し
た

多
作
家
で
あ
っ
た
。

本
書
の
内
容

　

本
書
の
成
立
事
情
に
つ
い
て
は
「
緒
言
」
に
詳
し
い
（
省
略
）。
そ
の
構
成
は

以
下
の
目
次
に
お
い
て
明
瞭
で
あ
る
（
原
書
に
目
次
は
な
い
）。
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（
五

）

　

緒
　

言

　

第
一
部
　

現
状
の
批
判

　
　

1
　

教
会
腐
敗
の
原
因

　
　

2
　

世
俗
的
権
力
に
お
け
る
欠
陥

　
　

3
　

聖
職
者
た
ち
の
欠
陥

　
　

4
　

第
三
身
分
の
欠
陥

　
　

5
　

行
為
の
外
面
的
遂
行

　
　

6
　

ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
の
躓
き

　

第
二
部
　

教
会
改
善
の
可
能
性

　

第
三
部
　

教
会
改
善
の
諸
提
案

　
　

1
　

聖
書
の
広
範
な
使
用

　
　

2
　

普
遍
祭
司
制
の
実
行

　
　

3
　

敬
虔
の
実
践

　
　

4
　

宗
教
論
争
の
あ
り
方

　
　

5
　

教
育
改
革
と
コ
レ
ギ
ア
・
ピ
エ
タ
テ
ィ
ス

　
　

6
　

建
徳
の
た
め
の
説
教

　

第
一
部
の
要
旨
と
コ
メ
ン
ト

（
1
）
三
十
年
戦
争
な
ど
の
外
的
災
厄
に
も
増
し
て
重
大
な
の
は
、
人
目
に
つ

き
に
く
い
霊
的
な
悲
惨
で
あ
る
。
そ
の
原
因
は
、
火
と
剣
に
よ
ら
な
い
一

層
巧
妙
な
か
た
ち
で
の
迫
害
と
、
ル
タ
ー
派
教
会
内
部
に
巣
く
っ
て
い
る

欠
陥
と
で
あ
る
。

（
2
）
ル
タ
ー
派
諸
侯
は
権
力
を
、
か
え
っ
て
教
会
の
抑
圧
と
皇
帝
教
皇
主
義

確
立
の
た
め
に
行
使
し
、
別
の
宗
派
に
属
す
る
政
府
の
も
と
で
生
き
る
人

の
ほ
う
が
幸
福
な
ほ
ど
で
あ
る
。

（
3
）
し
か
し
聖
職
者
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
く
、彼
ら
の
新
ス
コ
ラ
主
義
、

詭
弁
な
ど
を
批
判
す
る
シ
ュ
ペ
ー
ナ
ー
の
筆
致
は
一
段
と
高
ま
る
。
こ
こ

で
多
く
の
引
用
を
通
し
て
、
現
状
に
批
判
的
な
の
は
自
分
だ
け
で
は
な
く

同
憂
の
先
輩
や
同
時
代
者
が
多
い
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

（
4
）
第
三
身
分
に
お
い
て
も
、
酩
酊
・
訴
訟
の
や
り
方
・
商
人
や
手
工
業
者

の
生
活
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
の
規
律
が
少
し
も
行
わ
れ
て
い

な
い
。

（
5
）
彼
は
ル
タ
ー
の
信
仰
義
認
論
に
固
執
し
つ
つ
も
、
善
き
わ
ざ
を
軽
蔑
す

る
傾
向
を
批
判
し
、
と
く
に
洗
礼
・
告
白
・
赦
罪
・
聖
餐
の
「
事
効
論
」

的
解
釈
（
そ
れ
は
聖
な
る
生
活
を
妨
げ
、
神
の
意
図
を
転
倒
さ
せ
る
）
を

非
難
す
る
。
こ
れ
は
ル
タ
ー
い
ら
い
否
定
さ
れ
て
き
た
正
統
カ
ト
リ
ッ
ク

の
立
場
で
あ
る
筈
な
の
に
、
そ
れ
が
「
再
び
こ
っ
そ
り
と
導
入
さ
れ
て
来

て
い
る
」。

（
6
）
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
の
躓
き
も
、
実
は
こ
の
よ
う
な
キ
リ
ス
ト
教
会
自
体
の

側
の
欠
陥
に
起
因
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
教
会
を
改
革
し
、
よ
り
完
全
な
状
態
に
近
づ
く
こ
と

は
可
能
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
（
第
二
部
）、
そ
の
改
革
の
た
め
の
具
体
的
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
提
案
す
る
（
第
三
部
）。

　

す
な
わ
ち

（
1
）
聖
書
全
文
の
主
体
的
な
講
読
と
討
議
、
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（
六

）

（
2
）
そ
れ
を
保
証
す
る
た
め
の
普
遍
祭
司
制
の
実
行
、

（
3
）
知
識
だ
け
で
な
く
、
敬
虔
な
生
活
の
実
践
の
強
調
、

（
4
）
し
た
が
っ
て
、
真
の
教
説
は
論
争
に
よ
っ
て
は
か
え
っ
て
失
わ
れ
、
神

聖
な
生
活
を
通
じ
て
確
立
さ
れ
る
こ
と
、

（
5
）
神
学
生
の
教
育
方
法
の
改
善
と
敬
虔
集
会
、

（
6
）
説
教
の
目
標
は
建
徳
に
あ
り
、
内
な
る
新
し
い
人
を
つ
く
る
に
あ
る
こ

と
。

本
書
の
反
響

　

シ
ュ
ペ
ー
ナ
ー
の
思
想
内
容
そ
れ
自
体
は
独
創
的
と
は
い
え
ず
、
ま
た
決
し
て

過
激
な
も
の
で
も
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
書
が
「
明
確
な
改
革
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
提
示
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来
か
ら
い
わ
れ
て
き
た
単
な
る
嘆
き
や
批

判
は
、
こ
こ
に
「
行
動
計
画
」
＝
改
革
運
動
へ
と
転
化
し
、
甚
大
な
影
響
を
お
よ

ぼ
す
と
同
時
に
、
こ
れ
に
対
す
る
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
を
引
き
起
こ
す
こ
と
と
な
っ
た

（F
 E

. Stoeffler: T
he R

ise of E
vangelical P

ietism
 1965, p. 235

）。

　

初
版
刊
行
後
、
ま
も
な
く
ホ
ル
プ
と
シ
ュ
ト
ル
と
に
よ
る
詳
細
な
好
意
的
「
批

評
」
が
寄
せ
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
と
く
に
単
行
本
と
し
て
出
版
さ
れ
て
か
ら
、
全

ド
イ
ツ
か
ら
熱
狂
的
な
反
響
を
よ
び
、
シ
ュ
ペ
ー
ナ
ー
は
数
年
の
う
ち
に
三
〇
〇

通
以
上
の
好
意
的
な
手
紙
を
受
け
取
っ
た
。
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学
神
学
部
は
公

式
に
賛
意
を
表
明
し
さ
え
し
た
。
し
か
し
一
般
に
聖
職
者
は
、
平
信
徒
の
向
上
に

よ
っ
て
自
分
た
ち
の
地
位
が
脅
か
さ
れ
な
い
か
を
恐
れ
、
教
授
た
ち
は
、
神
学
の

領
分
に
門
外
漢
が
生
意
気
に
も
侵
入
し
て
く
る
こ
と
に
憤
慨
し
た
。

　

シ
ュ
ペ
ー
ナ
ー
自
身
は
、本
書
で
は
少
し
し
か
触
れ
て
い
な
い「
敬
虔
集
会
」（
建

徳
の
た
め
の
私
的
会
合
、
信
徒
集
会K

onventikel

）
の
設
立
に
努
め
、
各
地
で

そ
れ
が
急
速
に
も
た
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、「
核
と
な
る
キ
リ
ス
ト
者
」

（
有
資
格
者
）
が
性
別
や
身
分
上
の
「
差
別
な
し
に
」
私
的
に
集
う
一
種
の
自
発

的
結
社
に
近
い
も
の
で
、
こ
の
集
会
を
敬
虔
派
運
動
の
い
わ
ば
細
胞
と
し
て
、
教

会
全
体
の
改
革
へ
発
展
せ
し
め
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
当
時

の
ド
イ
ツ
の
領
邦
教
会
制
の
枠
を
越
え
よ
う
と
し
た
画
期
的
な
も
の
と
一
応
い
え

る
が
、
そ
れ
だ
け
に
正
統
派
か
ら
の
圧
力
も
大
き
く
（
と
く
に
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
、

エ
ル
フ
ル
ト
、
ハ
ン
ブ
ル
グ
、
ゴ
ー
ダ
な
ど
で
）、
ホ
ル
プ
も
ハ
ン
ブ
ル
グ
か
ら

追
放
さ
れ
た
。

　

ま
た
敬
虔
派
内
部
の
混
乱
や
弱
点
も
あ
り
、
英
国
の
「
独
立
派
」（
ク
ロ
ム
ウ
ェ

ル
）
と
は
異
な
る
コ
ー
ス
を
た
ど
り
、
逆
に
プ
ロ
イ
セ
ン
絶
対
主
義
的
体
制
の
な

か
へ
と
吸
収
さ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
よ
う
な
市
民
革
命
へ
の
展
望
は
開
け
な

か
っ
た
。

　

敬
虔
主
義
の
研
究
は
日
本
で
は
未
着
手
で
あ
る
が
、

有
賀
弘
『
宗
教
改
革
と
ド
イ
ツ
政
治
思
想
』
東
大
出
版
会1966

堀
孝
彦
「
ド
イ
ツ
敬
虔
派
の
思
想
と
運
動―

シ
ュ
ペ
ー
ナ
ー
の
ば
あ
い―

」

1968

（『
近
代
の
社
会
倫
理
思
想
』
青
木
書
店1983

）。

2
　

敬
虔
主
義
［P

ietism
u
s P

ietism

］

　
　
　
　
　

（『
新
マ
ル
ク
ス
学
事
典
』
的
場
昭
弘
ほ
か
編
、
弘
文
堂
二
〇
〇
〇
年
）

　

ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
は
国
民
国
家
の
成
立
を
促
し
た
筈
な
の
に
、
封
建
的
な
ド

イ
ツ
で
は
多
数
の
領
邦
教
会（L

andeskirche

）を
生
み
、そ
れ
が
固
定
化
さ
れ
て
、

「
領
邦
」
絶
対
主
義
諸
国
家
の
ま
ま
で
上
か
ら
の
近
代
化
を
と
げ
て
い
っ
た
。
敬

虔
主
義
は
、
広
義
に
は
「
諸
教
会
の
内
側
で
発
生
す
る
教
派
（Sekte

）
の
理
想
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（
七

）

の
や
み
が
た
い
衝
動
」（
ト
レ
ル
チ
）
と
い
わ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
の
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ

ズ
ム
諸
派
、
メ
ソ
ヂ
ス
ト
な
ど
を
も
含
む
が
、
シ
ュ
ペ
ー
ナ
ー
の
『
敬
虔
な
る
願

望
、〔
真
の
福
音
主
義
諸
教
会
の
神
意
に
か
な
っ
た
改
革
へ
の
心
か
ら
な
る
要
求
〕』

1676
年
に
始
ま
る
ド
イ
ツ
敬
虔
主
義
は
、
狭
い
領
邦
国
家
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た

ル
タ
ー
正
統
派
（
領
邦
教
会
）
の
教
条
主
義
・
官
僚
化
・
教
義
の
ス
コ
ラ
化
へ
の

反
発
と
し
て
生
ま
れ
た
。ヘ
ル
ン
フ
ー
ト
派
の
よ
う
に
分
離
し
た
も
の
も
あ
る
が
、

シ
ュ
ペ
ー
ナ
ー
の
ハ
ル
レ
型
は
「
教
会
内
教
会
」
に
と
ど
ま
り
、
キ
リ
ス
ト
教
は

知
識
で
な
く
実
践
で
あ
り
、
集
ま
っ
て
聖
書
を
読
み
、
愛
の
修
練
を
行
い
、
神
意

に
か
な
う
生
き
方
を
し
、
ル
タ
ー
の
初
志
に
立
ち
返
り
内
的
人
間
の
建
設
に
励
ん

だ
。
彼
は
ザ
ク
セ
ン
か
ら
ベ
ル
リ
ン
に
移
り
、
プ
ロ
イ
セ
ン
教
会
行
政
に
も
関
与

し
た
。
実
践
的
指
導
者
フ
ラ
ン
ケ
は
ハ
ル
レ
大
学
教
授
と
な
り
、
孤
児
院
な
ど
を

も
主
宰
し
た
。
当
初
そ
れ
は
英
国
の
独
立
派
（
ク
ロ
ム
ウ
エ
ル
）
と
精
神
的
親
近

性
を
も
ち
、
西
南
ド
イ
ツ
で
は
イ
ギ
リ
ス
型
発
展
の
可
能
性
を
持
ち
な
が
ら
も
、

プ
ロ
イ
セ
ン
絶
対
主
義
に
よ
る
上
か
ら
の
近
代
化
路
線
に
格
好
の
栄
養
を
与
え
、

そ
れ
に
吸
収
さ
れ
て
、
そ
の
尖
兵
と
さ
え
な
る
。

　

し
か
し
そ
の
最
良
の
部
分
は
「
美
し
い
魂
」（
ゲ
ー
テ
）
と
し
て
、「
啓
蒙
さ
れ

た
敬
虔
主
義
」enlightend P
ietism

と
よ
ば
れ
る
人
た
ち
に
よ
り
、
ド
イ
ツ
理

想
主
義
（
カ
ン
ト
）
か
ら
、ロ
マ
ン
主
義
（
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ハ
ー
『
宗
教
論
』

1799

）
に
至
る
思
想
の
底
流
を
い
ろ
ど
っ
た
。
北
米
留
学
中
の
内
村
鑑
三
に
絶

大
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
ア
マ
ス
ト
大
学
の
シ
ー
リ
ー
学
長
は
、

十
九
世
紀
の
新
敬
虔
主
義
代
表
者
で
あ
る
ト
ー
ル
ッ
ク
に
一
八
五
二
年
ハ
ル
レ
大

学
で
学
ん
だ
人
で
あ
っ
た
。

　

シ
ュ
タ
イ
ン
＝
ハ
ル
デ
ン
ベ
ル
ク
改
革
に
よ
っ
て
も
教
会
の
自
立
、
下
か
ら
の

意
思
形
成
は
生
ま
れ
ず
、
か
え
っ
て
以
前
よ
り
も
権
威
主
義
的
領
邦
教
会
の
性
格

を
強
め
た
。
だ
か
ら
十
九
世
紀
の
信
仰
覚
醒
運
動
で
あ
る
新
敬
虔
主
義
の
出
番
と

な
る
筈
だ
が
、
貴
族
・
官
僚
を
担
い
手
と
し
再
び
領
邦
教
会
に
取
り
こ
ま
れ
て
行

く
。
東
・
北
部
敬
虔
主
義
は
も
と
よ
り
、
手
工
業
・
商
人
を
含
む
民
衆
的
な
西
・

南
部
敬
虔
主
義
も
社
会
的
広
が
り
を
欠
き
、
社
会
問
題
に
背
を
向
け
、
初
期
労
働

運
動
と
の
接
点
を
自
ら
失
う
。
人
間
関
係
の
上
で
こ
の
運
動
に
近
い
所
に
い
た
若

い
エ
ン
ゲ
ル
ス
も
反
発
し
て
去
っ
た
。
内
国
伝
道
と
救
済
事
業
に
励
ん
だ
が
、
自

己
形
成
よ
り
も
援
助
を
、
家
族
の
役
割
を
重
視
し
た
の
で
、
キ
リ
ス
ト
教
的
扶
助

思
想
を
拒
否
し
た
労
働
組
合
を
理
解
し
得
な
か
っ
た
。

　

十
九
世
紀
ド
イ
ツ
・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
主
流
は
神
学
上
の
合
理
主
義

と
自
由
主
義
神
学
と
で
あ
っ
た
。
宗
教
を
理
性
宗
教
（
＝
道
徳
）
へ
還
元
し
た
カ

ン
ト
を
一
面
的
に
解
釈
し
、
彼
の
敬
虔
主
義
的
側
面
（
母
親
と
学
校
を
通
し
て
敬

虔
主
義
の
影
響
が
大
き
い
）
を
切
り
落
と
し
、
平
板
な
啓
蒙
神
学
が
十
九
世
紀
の

四
〇
年
代
も
浸
透
し
、
人
々
の
教
会
離
れ
が
進
む
。
そ
の
担
い
手
は
教
授
・
弁
護

士
・
官
僚
ら
ド
イ
ツ
特
有
の
教
養
市
民
層
で
あ
り
、
彼
ら
は
こ
の
神
学
的
合
理
主

義
が
教
会
の
枠
内
に
止
ま
る
限
り
自
ら
の
現
世
志
向
の
教
養
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

テ
ィ
ズ
ム
と
背
馳
し
な
い
と
思
い
こ
む
こ
と
が
で
き
好
都
合
で
あ
っ
た
。
し
か
し

ド
イ
ツ
理
想
主
義
・
ロ
マ
ン
主
義
の
洗
礼
を
受
け
た
高
踏
市
民
は
神
学
的
合
理
主

義
に
飽
き
足
ら
ず
、
急
進
化
し
て
自
由
主
義
神
学
を
起
こ
し
、
キ
リ
ス
ト
教
を

近
代
文
化
に
適
合
さ
せ
よ
う
と
す
る
か
ら
、
ま
さ
に
ド
イ
ツ
理
想
主
義
、
シ
ュ
ラ

イ
エ
ル
マ
ッ
ハ
ー
ら
と
重
な
る
。
し
か
し
教
会
に
行
く
必
要
の
な
い
教
養
層
が
主

で
、
民
衆
蔑
視
は
免
れ
ず
、
当
時
の
牧
師
は
教
会
官
僚
と
な
り
、
そ
の
養
成
・
任

命
・
人
事
権
も
プ
ロ
イ
セ
ン
政
府
に
掌
握
さ
れ
、
聖
職
者
も
世
俗
官
僚
に
昇
進

し
、
結
局
は
教
養
層
を
も
繋
ぎ
と
め
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
国
家
へ
の
依
存
を
続

け
る
領
邦
教
会
は
自
発
的
な
宗
教
運
動
を
民
衆
の
な
か
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
は
で
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き
ず
、
新
た
に
登
場
し
た
社
会
問
題
・
労
働
問
題
と
い
う
絶
好
の
出
番
に
ま
た
も

や
応
え
え
な
い
。
合
理
主
義
で
あ
れ
、
そ
れ
に
反
発
す
る
敬
虔
主
義
で
あ
れ
、
こ

れ
ら
の
俗
物
性
を
痛
い
ほ
ど
目
に
し
た
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
ら
が
、
そ
れ
ら

を
現
実
の
改
革
を
回
避
し
心
の
中
だ
け
で
気
晴
ら
し
す
る「
阿
片
」と
見
た
の
は
、

後
年
の
マ
ル
ク
ス
主
義
に
よ
る
内
面
的
な
も
の
一
般
の
拒
絶
は
別
と
し
て
、
そ
れ

自
体
は
む
し
ろ
理
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
教
養
市
民
層
の
指
導
に

よ
っ
て
生
ま
れ
た
労
働
者
教
育
協
会
は
労
働
者
を
従
属
的
に
見
て
い
た
。
そ
れ
に

反
発
す
る
自
由
宗
教
家
・
光
の
友
の
流
れ
か
ら
無
神
論
ま
で
の
人
々
か
ら
労
働
者

運
動
が
始
ま
り
、
社
会
民
主
党
へ
至
る
過
程
で
、
社
会
生
活
の
激
変
に
翻
弄
さ
れ

始
め
た
民
衆
の
内
面
生
活
を
支
え
、
彼
ら
を
社
会
改
革
へ
向
か
わ
せ
る
も
の
は
存

在
し
て
い
な
か
っ
た
。
領
邦
教
会
を
一
歩
外
に
出
る
と
真
っ
暗
な
真
空
状
態
で
、

そ
こ
に
は
自
由
な
市
民
社
会
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。

〔
後
史
〕

　

こ
の
よ
う
な
ベ
ク
ト
ル
を
も
つ
ド
イ
ツ
社
会
主
義
自
体
が
、
実
は
ひ
か
ら
び
た

宗
教
に
対
す
る
そ
の
「
観
念
上
の
代
用
品
」
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う

な
役
割
を
演
じ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。「
零
落
し
た
知
識
人
」（
M
・
ウ
エ
ー

バ
ー
）
が
労
働
者
と
と
も
に
、
創
出
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
と
み
な
す
こ
と
が

可
能
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
人
間
の
顔
を
持
た
な
い
「
社
会
主
義
」

が
民
衆
の
社
会
的
＝
内
面
的
苦
悩
を
解
く
こ
と
の
で
き
な
い
の
も
明
ら
か
で
あ

る
。
や
が
て
こ
れ
に
飽
き
た
ら
ぬ
、
当
時
世
界
随
一
を
誇
っ
た
ド
イ
ツ
労
働
者
階

級
が
一
転
し
て
、
な
ぜ
一
九
二
〇
～
三
〇
年
代
に
雪
崩
を
打
っ
て
、
新
た
な
『
疑

似
宗
教
』
と
し
て
の
ナ
チ
ズ
ム
の
も
と
に
馳
せ
参
じ
て
行
っ
た
か
も
理
解
で
き
よ

う
。

【
参
考
文
献
】

　

前
掲
書
の
ほ
か
に

M
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
『
ド
イ
ツ
敬
虔
主
義
』
教
文
館1972

野
田
宣
雄
『
教
養
市
民
層
か
ら
ナ
チ
ズ
ム
へ
』、
名
古
屋
大
学
出
版
会1988

　

伊
藤
利
男
『
敬
虔
主
義
と
自
己
証
明
の
文
学
』
人
文
書
院1994

二
　

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
と
近
代
お
よ
び
現
代

―

古
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
か
ら
啓
蒙
へ―

（『
ト
レ
ル
チ
著
作
集
』
8
、
解
説
、
ヨ
ル
ダ
ン
社
一
九
八
四
年
）

【
解
　

題
】

　

関
連
す
る
次
の
二
論
文
を
、
合
成
し
て
重
複
を
省
き
、
再
編
集
し
た
。

　

な
お
文
中
「
本
論
文
」
と
は
、
ト
レ
ル
チ
の
『
近
代
世
界
の
成
立
に
た
い
す
る

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
意
義
』
を
指
す
。

1
．「
ル
ネ
サ
ン
ス
と
宗
教
改
革
」
問
題―

ト
レ
ル
チ
に
お
け
る
思
想
史
の
〈
社

会
学
的
〉
方
法―

」『
福
島
大
学
教
育
学
部
論
集
・
34
号
（
社
会
科
学
）』、

一
九
八
二
年
。

　

こ
れ
は
そ
の
二
〇
年
も
前
の
旧
稿
「
思
想
史
の
社
会
学
的
方
法―

ト
レ
ル

チ
の
デ
ィ
タ
イ
批
判―

」『
福
島
大
学
学
芸
学
部
論
集
』
13
集
、
一
九
六
二
年

を
全
面
改
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

旧
稿
は
ト
レ
ル
チ
の
『
ル
ネ
サ
ン
ス
と
宗
教
改
革
』
を
中
心
に
叙
述
し
て
い

る
が
、
す
で
に
問
題
意
識
は
改
稿
後
の
範
囲
内
に
あ
る
。
い
ず
れ
も
最
初
期
以

来
の
問
題
意
識
の
産
物
に
属
す
る
。「
社
会
学
的
方
法
の
限
界
」
に
も
言
及
し

て
い
て
、
そ
れ
が
「
孤
立
的
・
機
械
論
的
・
因
果
的
考
察
方
法
」
に
あ
る
こ
と
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）

を
ボ
ル
ケ
ナ
ウ
『
封
建
的
世
界
像
か
ら
近
代
的
世
界
像
へ
』
第
1
巻1934

を

引
い
て
述
べ
て
い
る
。

2
．
ト
レ
ル
チ
の
論
文
「
近
代
世
界
に
た
い
す
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
意

義
」1906

と1911

の
翻
訳
（『
ト
レ
ル
チ
著
作
集
』
8
、
ヨ
ル
ダ
ン
社
に
つ

け
た
長
文
の
解
説
一
九
八
四
年
）。

　

い
ず
れ
も
、
ト
レ
ル
チ
に
お
け
る
思
想
史
の
社
会
学
的
方
法
を
説
明
す
る
こ
と

を
通
じ
て
、―

「
ル
ネ
サ
ン
ス
と
宗
教
改
革
」
と
を
例
に
し
て―

近
代
西
欧
（
倫

理
）
思
想
の
独
自
な
展
開
（
＝
宗
教
改
革
を
経
由
し
た
近
代
倫
理
の
成
立
）
を
論

じ
た
も
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
る
と
、
こ
の
よ
う
な
《
思
想
内
容
》
を
論
じ
る
の

に
最
適
な
社
会
学
的
《
方
法
》
を
説
明
し
た
の
で
あ
る
。

　

当
時
大
き
な
影
響
を
あ
た
え
た
金
子
武
蔵
・
大
塚
久
雄
編
『
講
座
　

近
代
思
想

史
』（
全
九
巻
、
弘
文
堂1958

～59

）
の
第
一
巻
冒
頭
に
は
、「
序
・
思
想
史
方

法
論
」
と
し
て
、「
A
歴
史
哲
学
的
方
法―

古
代
と
近
代―
（
金
子
）」
と
、「
B

社
会
科
学
的
方
法
（
大
塚
）」
と
が
並
列
さ
せ
ら
れ
、
各
巻
の
執
筆
者
も
ほ
ぼ
双

方
の
分
野
か
ら
選
ば
れ
て
い
る
。

　

B
は
近
代
の
エ
ー
ト
ス
（
精
神
的
雰
囲
気
）
と
そ
の
社
会
層
と
い
う
方
法
概
念

を
導
入
し
、「
社
会
科
学
的
な
視
角
」
か
ら
の
思
想
史
叙
述
の
方
法
論
で
あ
る
と

し
て
論
旨
明
快
で
あ
る
。
A
の
方
で
は
思
想
の
歴
史
哲
学
的
研
究
は
精
神
史
に
な

ら
ざ
る
を
得
ず
、
思
想
と
現
実
の
底
に
は
共
通
の
精
神
、
イ
デ
ー
が
横
た
わ
り
各

分
野
を
統
一
づ
け
て
い
る
の
で
、
そ
の
一
般
的

0

0

0

意
義
と
限
界
を
研
究
せ
ね
ば
な
ら

ぬ
と
説
く
が
、「
近
代
」
に
対
し
て―

従
っ
て
現
代
に―

ど
う
向
き
合
お
う
と
し

て
い
る
の
か
そ
の
姿
勢
が
見
え
な
い
か
ら
、
近
代
思
想
固
有
の
思
想
《
内
容
》
を

解
明
す
る
《
方
法
論
》
に
及
び
え
て
い
な
い
。
副
題
に
「
古
代
と
近
代
」
と
あ
る

の
も
偶
然
で
は
な
い
。
そ
の
内
容
が
ギ
リ
シ
ャ
の
数
学
・
芸
術
の
一
般
的

0

0

0

特
徴
を

あ
げ
て
ル
ネ
サ
ン
ス
と
比
較
し
て
い
る
よ
う
に
、
精
神
史
一
般
論

0

0

0

し
か
な
い
と
す

れ
ば
、『
近
代
』
に
視
座
を
お
い
た
思
想
史
は
叙
述
困
難
で
あ
ろ
う
。

　

筆
者
が
、
本
稿
に
お
い
て
《
精
神
史
的
方
法
》（
デ
ィ
ル
タ
イ
）
を
批
判
し
た

ト
レ
ル
チ
の
《
社
会
学
的
方
法
》
に
つ
い
て
く
ど
い
ほ
ど
述
べ
た
の
は
、
同
講
座

に
お
け
る
社
会
科
学
的
方
法
の
側
か
ら
、
指
導
教
官
で
あ
っ
た
金
子
教
授
を
批
判

し
た
こ
と
に
な
る
。
同
『
講
座
』
第
二
卷
に
は
金
子
教
授
に
よ
る
「
ル
ネ
サ
ン
ス

と
レ
フ
ォ
ル
メ
イ
シ
ョ
ン
」
も
あ
り
、
ト
レ
ル
チ
の
同
名
論
文
を
挙
げ
て
の
叙
述

も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
ト
レ
ル
チ
の
真
意
が
全
く
理
解
さ
れ
て
い
な
い
の
は
淋
し

い
か
ぎ
り
で
あ
る
。

【
本
　

文
】

は
じ
め
に

　

一
定
の
歴
史
的
時
期
の
特
徴
を
示
す
用
語
と
し
て
の
「
ル
ネ
サ
ン
ス
」
概
念
の

成
立
史
上
、
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
の
古
典
的
名
著
『
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
ル
ネ
サ
ン
ス

の
文
化
』（
一
八
六
〇
年
）
が
果
た
し
た
圧
倒
的
な
役
割
を
軽
視
す
る
人
は
あ
る
ま

い
が
、
こ
の
概
念
は
、
そ
の
後
の
展
開
の
な
か
で
、
一
方
で
は
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
自

身
の
意
図
に
も
反
し
て
一
人
歩
き
し
、
教
科
書
的
公
式
像
の
な
か
へ
固
定
化
さ

れ
、
一
世
を
風
靡
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
同
時
に
、
他
方
で
は
、
こ
れ

に
対
す
る
否
定
的
な
諸
見
解
が
実
証
的
歴
史
学
の
進
展
と
相
ま
っ
て
輩
出
す
る
な

か
で
、
こ
の
概
念
は
融
解
し
て
し
ま
っ
た
感
も
あ
る
。

　

ホ
イ
ジ
ン
ガ
（Johan H

uizinga, 1872
―1945

）
は
、
こ
う
し
た
事
態
を
「
夢

み
る
人
」
と
、「
質
問
す
る
人
（
研
究
者
）」
と
の
対
比
で
述
べ
て
い
る
（「
ル
ネ
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サ
ン
ス
の
問
題
」1920

）。「
夢
み
る
人
」
は
、
わ
れ
わ
れ
か
ら
〝
ル
ネ
サ
ン
ス
〟

概
念
を
取
り
上
げ
な
い
で
下
さ
い
。
そ
れ
は
全
人
類
の
杖
と
も
柱
と
も
な
る
も
の

で
、
生
活
態
度
の
シ
ン
ボ
ル
に
な
り
き
っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
そ

れ
な
し
に
は
や
っ
て
い
け
ま
せ
ん
と
い
う
の
に
対
し
て
、「
質
問
す
る
研
究
者
」

は
、
ル
ネ
サ
ン
ス
概
念
は
曖
昧
さ
、
不
完
全
性
・
偶
然
性
に
害
さ
れ
て
い
て
、
し

か
も
危
険
な
公
式
的
図
式
化
を
さ
れ
て
い
る
。
ど
う
み
て
も
使
い
も
の
に
な
る
術

語
で
は
な
い
と
応
じ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
以
後
、
十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
に
入
っ
て
、

「
ル
ネ
サ
ン
ス
」
概
念
が
融
解
し
は
じ
め
た
が
、
そ
の
最
大
の
原
因
は
「
資
本
主

義
経
済
の
矛
盾
が
強
く
意
識
さ
れ
、
さ
り
と
て
社
会
主
義
革
命
に
期
待
で
き
な

か
っ
た
人
々
の
間
に
、
し
だ
い
に
か
つ
て
の
楽
天
的
な
自
信
の
喪
失
が
み
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
」
こ
と
に
求
め
ら
れ
よ
う
（
阿
部
玄
治
「
ル
ネ
サ
ン
ス
観
の
変
遷
」

1981

）。
そ
し
て
「
ル
ネ
サ
ン
ス
」
概
念
の
流
動
化
は
、
中
世
と
近
代
と
の
境
界

に
つ
い
て
の
通
説
を
も
ぐ
ら
つ
か
せ
る
こ
と
に
な
る
。
と
く
に
、
い
わ
ゆ
る
「
中

世
史
家
の
一
揆
」
な
ど
に
よ
っ
て
、
こ
の
境
界
線
も
従
来
の
よ
う
に
十
六
世
紀
で

は
な
く
、
十
八
世
紀
ま
で
下
ら
せ
る
か
、―

こ
の
場
合
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス
は

中
世
末
期
に
な
る
。―

さ
も
な
け
れ
ば
十
四
～
十
八
世
紀
の
全
体
を
近
代
の

移
行
期
と
し
て
と
ら
え
る
か
と
い
っ
た
見
解
が
有
力
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
近
代
人
の
世
界
観
的
基
礎
を
個
人
主
義
に
求
め
る
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
的

「
ル
ネ
サ
ン
ス
」
観
を
、
な
お
引
き
継
い
で
い
る
の
は
、
む
し
ろ
正
統
マ
ル
ク
ス

主
義
歴
史
学
の
側
と
い
え
よ
う
。
生
産
力
の
発
展
に
と
っ
て
桎
梏
と
な
る
資
本
主

義
的
生
産
関
係
（
近
代
社
会
）
を
否
定
し
て
も
、
人
類
の
進
歩
の
原
動
力
を
な
す

生
産
力
の
発
展
に
対
し
て
楽
観
的
・
確
信
的
だ
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
近
代

の
開
始
期
を
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
（
イ
ギ
リ
ス
革
命
、
十
七
世
紀
）
と
み
る
か
ら
、
中
世

期
の
終
わ
り
は
通
説
の
十
六
世
紀
で
は
な
い
。
十
六
～
十
七
世
紀
の
絶
対
主
義
国

家
は
封
建
反
動
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
は
、
ギ
ル
ド
に
拘
束

さ
れ
な
い
産
業
資
本
に
よ
る
近
代
へ
の
移
行
を
「
革
命
的
な
道
」
と
し
た
『
資
本

論
』（
第
三
部
二
十
章
）
の
史
観
に
は
、
た
し
か
に
こ
れ
か
ら
述
べ
て
い
く
ウ
ェ
ー

バ
ー
、
ト
レ
ル
チ
の
そ
れ
と
重
な
る
部
分
が
生
じ
て
く
る
。
こ
れ
は
近
代
の
起
源

の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
と
く
に
封
建
制
か
ら
の
移
行
の
仕
方
、
変
革
の
推
進

力
・
担
い
手
の
問
題
を
も
含
み
、
総
じ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
近
代
を
世
界
史
の
な
か

で
ど
の
よ
う
に
把
握
す
る
か
と
い
う
巨
大
な
テ
ー
マ
の
一
環
を
な
し
て
い
る
。

　

西
欧
に
お
け
る「
ル
ネ
サ
ン
ス
」を
ど
う
と
ら
え
る
か
と
い
う
上
述
の
問
題
は
、

「
ル
ネ
サ
ン
ス
と
宗
教
改
革
」
を
ど
の
よ
う
な
《
関
連
》
で
把
握
す
る
か
と
い
う

問
い
の
な
か
で
、
い
っ
そ
う
明
確
な
形
で
再
現
さ
れ
る
。
こ
れ
を
《
ル
ネ
サ
ン
ス

と
宗
教
改
革
問
題
》
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
が
、
本
稿
は
、
そ
れ
が
上
述
の
よ
う
な

巨
大
な
テ
ー
マ
へ
の
一
つ
の
接
近
を
、
次
の
よ
う
な
限
定
の
も
と
で
試
み
て
み
た

い
。
す
な
わ
ち
、ト
レ
ル
チ
の
論
文「
ル
ネ
サ
ン
ス
と
宗
教
改
革
」（
一
九
一
三
年
）

を
手
が
か
り
と
し
つ
つ
、
そ
こ
で
彼
が
用
い
て
い
る
思
想
史
の
〈
社
会
学
的
〉
方

法
を
取
り
だ
し
て
、
そ
の
意
義
と
限
界
を
示
す
こ
と
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
本
稿
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス
お
よ
び
宗
教
改
革
そ
の
も
の
の
内
容

0

0

0

0

0

0

0

に
つ

い
て
の
何
ら
か
の
具
体
的
な
歴
史
叙
述
を
お
こ
な
お
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。

両
者
の
《
関
連
》
に
か
か
わ
る
諸
問
題
に
限
ら
れ
る
。

一
　

通
説
の
批
判
と
思
想
史
方
法
論
の
転
回

　
　

―

ト
レ
ル
チ
の
デ
ィ
ル
タ
イ
批
判―

　

エ
ル
ン
ス
ト
・
ト
レ
ル
チ
（E

rnst Troeltsch, 1865
―1923

）
に
お
け
る
彼

― 211 ―



名古屋学院大学論集

（
一
一

）

の
広
範
か
つ
膨
大
な
研
究
活
動
は
、「
二
つ
の
主
要
な
関
心
」
に
導
か
れ
て
い
た
。

す
な
わ
ち
旧
来
の
宗
教
的
諸
力
と
近
代
の
精
神
的
諸
力
と
の
「
闘
争
と
調
停
」
の

問
題
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
の
本
質
を
ひ
と
つ
の
中
心
を
も
つ

円
に
で
は
な
く
、
二
つ
の
焦
点
を
も
つ
楕
円E

llipse

と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
に

類
比
さ
れ
て
い
た
（「『
キ
リ
ス
ト
教
の
本
質
』
と
は
な
に
か
」1903, G

S, II, S. 

422

）。

　

処
女
論
文
「
ゲ
ル
ハ
ル
ト
と
メ
ラ
ン
ヒ
ト
ン
に
お
け
る
理
性
と
啓
示
」（1891

）

で
彼
は
、
宗
教
改
革
の
思
想
が
根
本
に
お
い
て
未
だ
ま
っ
た
く
中
世
的
性
格
を
示

し
て
い
る
こ
と
を
論
じ
て
い
た
。
そ
う
な
る
と「
近
代
の
全
精
神
状
況
す
な
わ
ち
、

神
学
的
に
拘
束
さ
れ
た
教
養
や
文
化
に
対
立
す
る
世
俗
の
自
律
的
な
教
養
や
文
化

の
貫
徹
は
、
い
っ
た
い
い
つ
か
ら
始
ま
っ
た
の
か
」
と
い
う
、
い
っ
そ
う
広
範
な

問
題
が
提
起
さ
れ
て
く
る
。「
そ
れ
は
啓
蒙
主
義A

ufklärung

い
ら
い
で
あ
る
と

い
う
の
が
、
私
の
研
究
の
答
え
で
あ
っ
た
」（
ト
レ
ル
チ
『
私
の
著
書
』G

S, IV. 

荒
木
康
彦
訳
、
創
元
社
）。
事
実
こ
の
こ
と
を
集
約
的
に
叙
述
し
た
論
文
、「
啓
蒙

主
義
」（1897

）
の
冒
頭
で
も
、「
啓
蒙
主
義
〔
こ
そ
〕
が
、
…
…
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
文
化
と
歴
史
に
お
け
る
厳
密
な
意
味
で
の
近
代
の
開
始
で
あ
り
、
そ
の
基
礎

を
な
す
も
の
で
あ
る
」（B

eginn und G
rundlage der eigentliche M

odernen 

Periode

）
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
見
方
は
近
代
世
界
の
起
点
を
ル
ネ
サ
ン
ス

に
求
め
る
《
通
説
》
と
す
で
に

0

0

0

対
立
し
て
い
る
。
し
か
し
近
代
世
界
が
「
い
つ
」

形
成
さ
れ
、「
な
に
を
」
内
容
と
し
て
い
る
か
が
追
求
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、

「『
何
が
』
こ
の
『
歴
史
的
形
成
の
推
進
力
』
で
あ
っ
た
か
、
つ
ま
り
『
何
に
よ
っ

て
』
近
代
世
界
は
形
成
さ
れ
た
の
か
と
い
う
よ
う
な
問
題
提
起
は
、
い
ま
だ
こ
の

論
文
に
は
生
じ
て
い
な
い
」（
内
田
芳
明
『
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
射
程
』1977

）
の
で
あ
る
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
啓
蒙
主
義
が
近
代
の
開
始
で
あ
り
基
礎
で
あ
る
と
言
っ
て

お
き
な
が
ら
、
そ
の
す
ぐ
あ
と
で
、
そ
の
よ
う
な
「
啓
蒙
主
義
の
基
礎
は
十
七
世

紀
に
あ
り
、
そ
し
て
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
れ
ば
ル
ネ
サ
ン
ス
に
、〈
否
そ
れ
ど
こ
ろ

か
十
四
世
紀
い
ら
い
の
都
市
や
宮
廷
の
文
化
の
発
展
の
う
ち
に
〉
あ
る
」
と
も
述

べ
て
い
て
、
ル
ネ
サ
ン
ス
と
啓
蒙
主
義
と
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な―

プ
ロ
テ
ス

タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
に
よ
る
否
定
的
媒
介
を
へ
た―

連
結
と
い
う
把
握
に
は
、
ま

だ
達
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ
の
時
点
で
の
ト
レ
ル
チ
は
、
人
間
精
神
の
解

放
を
あ
と
づ
け
る
デ
ィ
ル
タ
イ
（D

ilthey, 1833
―1911

）
と
同
じ
視
点
か
ら
思

想
史
を
追
求
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス
と
宗
教
改

革
と
を
同
一
次
元
で
と
ら
え
、
前
者
を
世
俗
的
ル
ネ
サ
ン
ス
、
後
者
を
宗
教
的
ル

ネ
サ
ン
ス
と
み
る
通
説
、「
定
型
的
説
明
」
に
立
ち
、
結
局
ル
ネ
サ
ン
ス
優
越
史

観
と
な
る
。

＊
デ
ィ
ル
タ
イ
の
『
十
五
、十
六
世
紀
に
お
け
る
人
間
の
把
握
と
分
析
』
は
、
ま
ず
中
世
形
而

上
学
の
分
析
か
ら
始
め
て
い
る
。
そ
の
根
本
動
機
は
、
①
宗
教
的
動
機
、
②
ギ
リ
シ
ャ
的
宇

宙
観
（
対
象
的
形
而
上
学
）、
③
ロ
ー
マ
的
精
神
（
意
志
の
立
場
）
か
ら
成
り
、
そ
れ
ら
の

織
り
な
す
統
一
に
よ
る
力
強
い
交
響
楽
が
神
学
的
・
超
越
的
な
中
世
形
而
上
学
の
「
生
」
の

表
現
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ル
ネ
サ
ン
ス
と
宗
教
改
革
と
い
う
「
精
神
の
解
放die 

B
efreiung des G

eistes

」
を
求
め
る
闘
技
場
が
、
こ
れ
ら
三
動
機
を
分
解
し
て
し
ま
っ
た

と
み
る
。
す
な
わ
ち
①
宗
教
改
革
、
②
ス
ト
ア
を
基
礎
と
し
た
理
性
の
自
律（
グ
ロ
チ
ウ
ス
、

デ
カ
ル
ト
な
ど
）、
③
マ
キ
ア
ベ
リ
と
い
う
よ
う
に
で
あ
る
。

　
　

内
容
構
成
上
、
特
徴
的
な
こ
と
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス
も
宗
教
改
革
も
、
い
ず
れ
も
「
精
神
の

解
放
」
と
し
て
一
括
さ
れ
並
列
さ
れ
た
上
で
、
ル
ネ
サ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
ⅰ
黎
明
期
の
ペ

ト
ラ
ル
カ
、
ⅱ
最
盛
期
の
マ
キ
ア
ベ
リ
、
ⅲ
十
六
世
紀
ル
ネ
サ
ン
ス
の
中
心
で
あ
る
フ
ラ
ン

ス
か
ら
人
文
主
義
者
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
が
選
び
出
さ
れ
、
後
者
「
宗
教
改
革
」
で
は
、
ま
ず
ⅰ

エ
ラ
ス
ム
ス
（
ル
タ
ー
の
論
敵
で
あ
っ
た
フ
マ
ニ
ス
ト
の
エ
ラ
ス
ム
ス
が
宗
教
改
革
の
章
で
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二
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挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
！
）、
つ
い
で
ⅱ
ル
タ
ー
と
ツ
ウ
ィ
ン
グ
リ
と
続
き
、
カ
ル

ヴ
ァ
ン
が
な
く
て
ⅲ
セ
バ
ス
チ
ア
ン
・
フ
ラ
ン
ク
を
も
っ
て
終
わ
る
と
い
う
構
成
を
と
っ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
ル
ネ
サ
ン
ス
」
に
お
い
て
ペ
ト
ラ
ル
カ
や
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ

ら
の
人
文
主
義
者
が
中
心
に
叙
述
さ
れ
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、「
宗
教
改
革
」
の
方
で
も
「
十
六

世
紀
の
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
」
と
さ
れ
る
エ
ラ
ス
ム
ス
ら
の
フ
マ
ニ
ス
ト
た
ち
の
普
遍
主
義
的
有

神
論
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

　

当
初
デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
ト
レ
ル
チ
の
歴
史
研
究
に
お
け
る
導
き
の
星
で
あ
っ
た

と
い
う
。
彼
は
「
啓
蒙
主
義
の
終
末
と
ド
イ
ツ
観
念
論
の
問
題
提
起
へ
と
導
い

て
く
れ
た
人
で
あ
っ
た
」。
と
こ
ろ
が
そ
の
ト
レ
ル
チ
は
、
デ
ィ
ル
タ
イ
に
あ
っ

て
は
「
ル
ネ
サ
ン
ス
と
宗
教
改
革
と
の
間
の
基
本
的
な
相
違
点
は
ほ
と
ん
ど
全

く
無
視
さ
れ
、『
啓
蒙
の
自
然
的
体
系
』
と
い
う
も
の
に
対
し
て
共
通
の
前
提
で

あ
る
と
い
う
点
ば
か
り
が
強
調
さ
れ
す
ぎ
て
」
い
る
と
批
判
す
る
よ
う
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
両
者
が
「
精
神
の
解
放
」
と
し
て
一
括
し
て
捉
え
ら
れ
得
た
の
は
、

十
五
、十
六
世
紀
の
人
間
像
が
そ
の
後
十
七
世
紀
以
降
の
精
神
科
学
の
「
自
然
体

系die naturliche System

」
へ
と
ど
の
よ
う
に
継
続
的
に
受
け
継
が
れ
て
い
く

か
と
い
う
点
に
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
関
心
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
同
時
に
こ
こ
に

は
、
思
想
史
方
法
論
上
の
重
要
な
相
違
点
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。
ト
レ
ル
チ
は
両

者
そ
れ
ぞ
れ
異
質
の
も
の
が
独
自
の
関
わ
り
方
で
「
啓
蒙
主
義
」
に
お
い
て
融
合

し
た
と
捉
え
て
い
く
。
社
会
学
的
に
異
質
の
も
の
を
デ
ィ
ル
タ
イ
が
共
通
視
・
並

列
で
き
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
ら
を
「
精
神
史
・
文
化
史
」
の
視
点
だ
け
か
ら

と
ら
え
た
か
ら
で
あ
る
。
い
き
お
い
「
諸
体
系
間
の
和
解
し
が
た
い
戦
い
を
ひ
き

お
こ
す
諸
矛
盾
は
消
え
失
せ
、
実
際
に
は
鋭
く
対
立
し
て
い
る
諸
方
向
や
、
た
が

い
に
は
っ
き
り
区
別
さ
れ
る
諸
時
期
が
、『
人
間
精
神
の
解
放
』
と
い
う
単
調
な

薄
明
の
も
と
に
ぼ
や
け
て
し
ま
う
」（
ボ
ル
ケ
ナ
ウ
）。
精
神
史
・
理
念
史
は
、
様
々

な
対
立
や
抗
争
を
も
精
神G

eist

、
理
念Idee

の
一
貫
し
た
発
展
と
し
て
連
続
的

に
と
ら
え
よ
う
と
す
る
か
ら
、
も
と
も
と
質
を
異
に
し
担
い
手
の
異
な
る
事
象
を

も
同
一
視
し
が
ち
で
あ
る
。
「
二
つ
の
思
想
の
か
た
ち
が
似
て
い
る
か
ら
と
い
っ

て
、
そ
の
社
会
観
も
同
じ
」
で
あ
る
と
推
定
し
て
は
な
ら
な
い
（
水
田
洋
『
近
代
人

の
形
成
』1954

）。

　

と
こ
ろ
が
、
一
九
一
三
年
の
論
文
『
ル
ネ
サ
ン
ス
と
宗
教
改
革
』（
内
田
芳
明
訳
、

岩
波
文
庫
）
と
も
な
る
と
、
ト
レ
ル
チ
の
思
想
史
方
法
論
の
決
定
的
な
転
回
の
あ

と
が
明
瞭
で
あ
る
。

　

彼
が
歴
史
研
究
を
「
社
会
学
的
研
究soziologische Studien

」
と
し
て
行
う
よ
う

に
な
っ
た
背
景
と
し
て
、
自
著
の
解
説
で
あ
る『
私
の
著
書
』Meine B

ücher

（1922

）

は
、
①
現
実
社
会
へ
の
着
目
、
②
M
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
と
、
③
マ
ル
ク
ス
の
影
響
を

あ
げ
て
い
る
。「
社
会
政
策
の
実
践
的
課
題
、
政
治
的
・
社
会
的
事
物
に
つ
い
て

の
考
察
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
政
治
的
成
熟
へ
の
お
そ
ま
き
の
移
行
。
こ
れ
ら
す

べ
て
は
同
時
に
精
神
史
の
問
題
を
、
私
に
と
っ
て
今
ま
で
と
ま
っ
た
く
異
な
っ
た

も
の
の
よ
う
に
、
際
限
な
く
は
る
か
に
錯
綜
し
た
、
そ
し
て
は
る
か
に
従
属
的

な
も
の
の
よ
う
に
印
象
づ
け
た
。」
こ
こ
で
、
思
想
史
が
「
は
る
か
に
錯
綜
し
た

（kom
plizierter

）」
も
の
で
あ
る
は
ず
だ
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
一
元
的
発
展
思
想

へ
の
批
判
で
あ
る
。「
ヘ
ー
ゲ
ル
や
デ
ィ
ル
タ
イ
に
お
け
る
よ
う
に
従
来
一
面
的

で
イ
デ
オ
ロ
ギ
ッ
シ
ュ
で
あ
っ
た
歴
史
哲
学
的
、
発
展
論
的
な
全
理
念
は
変
化
し

て
し
ま
っ
た
。
…
…
私
は
同
時
に
、
目
の
さ
め
る
よ
う
な
こ
の
驚
き
が
と
っ
く
に

自
明
の
こ
と
で
あ
っ
た
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
よ
う
な
力
強
い
個
性
的
な
人

物
の
魅
力
の
と
り
こ
に
な
っ
た
。」

　

続
け
て
言
う
。「
そ
こ
か
ら
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
下
部
構
造―

上
部
構
造
論die 

― 209 ―



名古屋学院大学論集

（
一
三

）

M
arxistische U

nterbau-Ü
berbaulehre

が
最
大
級
の
力
で
も
っ
て
私
を
と
ら
え
た
。

私
は
そ
れ
を
直
ち
に
正
し
い
と
考
え
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
は
個
々
の
場
合
に

そ
れ
ぞ
れ
〔
そ
の
是
非
を
〕
答
え
る
べ
き
問
題
設
定
で
あ
る
と
し
て
も
、
決
し
て

避
け
る
べ
き
で
は
な
い
問
題
設
定
を
、
い
ず
れ
に
せ
よ
含
ん
で
い
る
。」
さ
き
の

引
用
文
の
な
か
で
、
精
神
史
の
問
題
が
「
は
る
か
に
従
属
的
な
（abhängiger

）」

も
の
に
見
え
て
き
た
と
言
っ
て
い
た
の
は
、
思
想
が
（
宗
教
で
さ
え
も
）
な
ん
ら

か
の
意
味
で
下
部
構
造
に
条
件
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
を
自
覚
す
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
を
指
し
て
い
よ
う
（
む
し
ろW

eber

を
通
じ
てM

arx

と
接
触
！
）。
こ
れ

ら
の
記
述
か
ら
す
る
と
、
い
わ
ゆ
る
《
マ
ル
ク
ス
と
ヴ
ェ
ー
バ
ー
》
問
題
に
最
初

に
取
り
く
ん
だ
の
は
ト
レ
ル
チ
そ
の
人
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ボ
ッ
セ

は
、
ト
レ
ル
チ
と
ヴ
ェ
ー
バ
ー
と
の
決
定
的
な
出
会
い
を
一
九
〇
一
年
か
ら
〇
三

年
の
間
と
推
測
し
、
こ
の
時
期
に
ト
レ
ル
チ
の
文
化
史
的
方
法
は
社
会
史
的
方
法

へ
転
換
し
た
と
見
て
い
る
（H

ans B
osse: M

arx-W
eber-Troeltsch, R

eligionssoziologie 

und m
arxistische Ideologiekritik, 1970, S. 76 f.

）
そ
の
よ
う
な
格
闘
の
な
か
か
ら
、

「
キ
リ
ス
ト
教
の
成
立
・
発
展
・
変
化
・
近
代
に
お
け
る
停
滞
は
、
ど
の
程
度
社

会
学
的
に
条
件
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
か
」（『
私
の
著
書
』）
と
い
う
、
か
れ
畢
生

の
問
題
設
定
が
成
立
し
た
の
で
あ
っ
た
。『
社
会
教
説D

ie Soziallehren
』
序
論

で
は
、
こ
う
で
あ
る
。「
わ
れ
わ
れ
は
ま
ず
キ
リ
ス
ト
教
固
有
の
社
会
学
的
理
念

と
そ
の
構
造
や
組
織
を
問
わ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
常
に
、
人
間

の
生
活
諸
関
係
一
般
の
普
遍
的
基
本
シ
ェ
ー
マ
の
理
想
が
含
ま
れ
て
い
る
。
問
題

は
こ
の
〔
宗
教
的
〕
基
本
シ
ェ
ー
マ
が
ど
の
程
度
他
の
諸
関
係
〔
社
会
学
的
形
成

物
〕
に
作
用
す
る
の
か
、
ど
の
よ
う
に
逆
に
そ
れ
ら
か
ら
影
響
さ
れ
る
の
か
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。」（『
ト
レ
ル
チ
著
作
集
』
第
七
巻
　

二
五
頁
、
ヨ
ル
ダ
ン
社
）。

　

こ
の
よ
う
な
問
題
設
定
の
遂
行
に
は
、
デ
ィ
ル
タ
イ
に
代
表
さ
れ
る
精
神
史
方

法
論
へ
の
批
判
を
必
要
と
し
た
。

二
　

思
想
史
の
《
社
会
学
的
》
方
法

　
　

―

『
ル
ネ
サ
ン
ス
と
宗
教
改
革
』
を
中
心
に

　

（
一
）
そ
れ
で
は
ル
ネ
サ
ン
ス
と
宗
教
改
革
と
の
相
違
は
ど
こ
に
見
い
だ
さ
れ

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
両
者
を
相
違
す
る
も
の
と
し
て
と
ら
え
る
分
析
視
角
の
う
ち

に
、
ト
レ
ル
チ
に
よ
る
《
社
会
学
的
》
思
想
史
方
法
論
の
確
立
が
う
か
が
え
る
。

　

ル
ネ
サ
ン
ス
の
独
自
性
を
、
ト
レ
ル
チ
も
「
キ
リ
ス
ト
教
的
禁
欲
へ
の
対
立
」

に
求
め
て
い
る
が
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
意
味
で
言
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
ま
た
そ
れ
は
宗
教
改
革
に
お
け
る
「
禁
欲
」
や
、
そ
の
後
の
「
現
世
肯
定
」

と
ど
の
よ
う
な
関
連
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。《
通
説
》
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス
に
お
け

る
「
禁
欲
の
否
定
」
を
『
解
放
』
と
理
解
し
、
こ
れ
を
直
ち
に
「
現
世
肯
定
」
と

結
び
つ
け
る
か
ら
、
一
直
線
的
に
『
ル
ネ
サ
ン
ス
↓
近
代
世
界
』
と
い
う
図
式
を

楽
天
主
義
的
に
描
く
こ
と
が
で
き
た
（
解
放
説
）。
し
か
し
、
権
威
か
ら
た
ん
に

『
解
放
』
さ
れ
た
だ
け
で
は
む
し
ろ
無
力
で
あ
っ
て
、「
社
会
学
的
に
非
生
産
的
」

（soziologisch unproduktiv

）
で
あ
る
。
ル
ネ
サ
ン
ス
的
「
自
由
」
や
「
教
養
」
は
、

特
定
の
職
業
的
束
縛
か
ら
の
解
放
に
と
ど
ま
る
。
そ
の
典
型
的
人
間
像
と
さ
れ
る

「
万
能
人
」
は
、「
無
・
職
業
人
」
と
し
て
把
え
な
お
さ
れ
る
。
事
実
、
彼
ら
の
「
現

世
肯
定
」
も
ま
だ
社
会
の
新
し
い
形
成
力
と
な
る
こ
と
は
で
き
ず
、
彼
ら
は
か

え
っ
て
既
存
の
国
家
や
教
会
勢
力
に
依
存
し
つ
つ
、「
自
由
」（
＝
前
期
的
特
権
）

を
獲
得
し
て
い
た
か
ら
、
そ
の
「
個
人
主
義
的
自
由
と
は
ま
っ
た
く
対
立
す
る
絶

対
主
義
の
理
論
を
基
礎
づ
け
る
」（『
ル
ネ
サ
ン
ス
と
宗
教
改
革
』）
こ
と
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
ル
ネ
サ
ン
ス
の
文
化
的
進
歩
性
と
、
社
会
学
的
保
守
性
と
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の
対
照
が
浮
か
び
上
っ
て
く
る
。
文
化
史
的
＝
精
神
史
的
視
点
か
ら
み
れ
ば
前
者

の
華
や
か
な
創
造
的
進
歩
的
側
面
に
幻
惑
さ
れ
て
、
後
者
の
封
建
反
動
的
側
面
を

視
野
の
う
ち
に
収
め
ら
れ
な
く
な
り
、
あ
の
《
ル
ネ
サ
ン
ス
↓
近
代
世
界
》
と
い

う
図
式
を
疑
う
余
地
の
な
い
も
の
に
し
て
し
ま
う
。
ル
ネ
サ
ン
ス
が
「
社
会
学
的

に
生
産
的
」
と
な
る
た
め
に
は
、
そ
の
「
自
由
」
は
特
定
の
商
業
資
本
・
エ
リ
ー

ト
の
自
由
で
は
な
く
し
て
、
社
会
的
生
産
力
の
担
い
手
の
も
つ
自
由
へ
発
展
・
転

化
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ト
レ
ル
チ
に
よ
っ
て
ル
ネ
サ
ン
ス
は
、「
中
世
か
ら
近

世
へ
か
け
て
の
偉
大
な
過
渡
期
の
諸
現
象
」と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

近
代
世
界
形
成
の
社
会
学
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
力
量virtú

を
そ
な
え
た
一
部

の
人
間
に
お
け
る
《
反
禁
欲
↓
現
世
肯
定
》
か
ら
自
動
的
に
流
れ
出
し
て
く
る
も

の
で
は
な
く
、
古
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
チ
ズ
ム
を
オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
（
＝
新
プ
ロ
）
へ

と
転
換
さ
せ
る
も
の
、「
禁
欲
の
徹
底
」
が
逆
説
的
に
「
現
世
肯
定
」
へ
と
つ
な

が
る
そ
の
結
び
つ
き
か
た（
＝
禁
欲
と
現
世
と
の
内
面
的

0

0

0

結
合
）の
う
ち
に
あ
る
。

そ
れ
が
世
俗
内
的
禁
欲
の
徹
底
と
し
て
の
「
職
業B

eruf
」
の
観
念
で
あ
る
。

　

古
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
時
期
（
十
六
、十
七
世
紀
）
を
は
さ
ん
で
、
そ
の
前

後
に
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
（
＝
ル
ネ
サ
ン
ス
）
と
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
（
＝
近
代
プ
ロ
、
啓

蒙
主
義
）
と
が
位
置
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、
宗
教
観
念
に
い
ま
だ
関
連
せ
し
め
ら

れ
て
い
な
い
（noch nicht

）
前
者
と
、
も
は
や
関
連
せ
し
め
ら
れ
な
く
な
っ
た

（nicht m
ehr

）
後
者
と
は
（W

eber, G
S B

d, 1 S. 40

大
塚
訳
、
四
一
頁
、
一
九
八
八
年
）、

表
面
的
に
み
れ
ば
、
い
ず
れ
も
「
経
済
的
合
理
主
義
」、「
功
利
主
義
」
一
般
と
し

て
「
類
似
」
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
が
、
実
は
決
定
的
に
異
な
る
。
こ
れ
を
把

握
出
来
る
の
が
、「
社
会
学
的
」
方
法
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

す
で
に
「
職
業
」
は
中
世
に
お
い
て
分
業
の
体
系
を
意
味
し
て
い
た
が
、
そ
れ

は
な
ん
ら
神
聖
視
す
る
に
値
し
な
い
自
然
的
秩
序
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。
中
世
の

社
会
的
・
文
化
的
「
二
段
階
体
系doppelstuftiges System

」
か
ら
必
然
的
に

帰
結
す
る
も
の
と
し
て
、
合
理
的
倫
理
の
上
位
に
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
的
倫
理
、
現
世

的
生
活
の
上
位
に
修
道
士
制
度
が
階
層
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
禁
欲
生
活

は
世
俗
外
に
お
い
て―

空
間
的
に
も
世
俗
と
隔
離
さ
れ
た
修
道
院
を
中
心
に

―

行
わ
れ
、
一
般
の
世
俗
生
活
は
こ
の
よ
う
な
世
俗
外
的
禁
欲
へ
の
「
譲
歩

K
onzession

」
と
し
て
大
目
に
み
ら
れ
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
二
重
構
造
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
て
、そ
の
重
心
を
上
位
の「
禁

欲
」
か
ら
下
位
の
「
世
俗
」
へ
と
相
対
的
に
移
動
さ
せ
て
い
っ
た
と
き
に
、
か
の

ル
ネ
サ
ン
ス
の
「
禁
欲
へ
の
対
立
」
と
い
う
「
関
心
方
向
の
変
化
」
が
成
立
す
る

が
、
二
重
構
造
そ
の
も
の
は
何
ら
原
理
的
に
否
定
さ
れ
ず
に
存
続
す
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
宗
教
改
革
は
、
こ
の
よ
う
な
妥
協
、
現
世
道
徳
と
修
道
士
道
徳

と
の
間
の
「
弛
緩
し
た
媒
介
（
橋
渡
し
）laxe Verm

ittelungen

」
を
一
切
排
除

す
る
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
は
聖
書
と
そ
の
教
説
に
お
い
て
の
み
成
立
し
、

キ
リ
ス
ト
教
的
理
念
は
す
べ
て
の
者
に
平
等
に
要
求
さ
れ
る
か
ら
（
＝
被
造
物
と

し
て
の
無
力
性
の
平
等
）、
世
俗
外
的
禁
欲
は
あ
り
え
な
く
な
る
。
宗
教
改
革
に

よ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
的
禁
欲
の
否
定
と
は
、
こ
の
よ
う
な
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
的
二
重
構

造
そ
の
も
の
の
否
定
で
あ
る
か
ら
、
今
や
、
罪
の
意
識
に
も
と
づ
く
も
っ
と
も
厳

格
な
禁
欲
が
「
世
俗
内
的
にinnerw

eltlich

」
要
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
各
人

は
世
俗
の
職
業
を
召
命
と
感
じ
て
ひ
た
す
ら
こ
れ
に
従
事
し
つ
つ
、
現
世
の
秩
序

を
合
理
的
・
組
織
的
に
形
成
し
、奉
仕
の
生
活
を
営
む
。
し
か
も
そ
こ
に
「
予
定
」

の
教
説
が
は
た
ら
き
、「
救
い
の
確
か
さ
」
は
人
間
的
な
功
績
（
よ
き
わ
ざ
）
に
よ
っ

て
も
そ
の
確
証
を
増
す
こ
と
の
で
き
な
い
絶
対
的
な
神
の
予
定
に
属
す
る
が
故

に
、
職
業
労
働
へ
の
不
断
の
、
無
限
の
従
事
に
よ
る
ほ
か
な
い
。
カ
ト
リ
ッ
ク
的

禁
欲
の
否
定
と
し
て
の
「
禁
欲
の
徹
底
」
と
「
現
世
肯
定
」
と
が
、
世
俗
内
的
禁
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欲
と
し
て
の
職
業
＝
召
命
観
念
に
よ
っ
て
否
定
的
に
媒
介
さ
れ
、
こ
こ
に
未
曾
有

の
「
歴
史
形
成
の
社
会
学
的
推
進
力
」
が
産
み
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ

う
な
職
業
観
は
、「
現
世
と
禁
欲
と
の
総
合Syntese von W

elt und A
skese

」

で
あ
り
、
ト
レ
ル
チ
も
そ
れ
を
、「
現
世
と
超
現
世
と
の
間
の
新
し
い
一
つ
の
宥

和eine neue Versöhnung

」、「
キ
リ
ス
ト
教
的
禁
欲
と
世
俗
的
労
働
と
の
一
つ

の
内
面
的
結
合
関
係eine innerliche Zusam

m
enziehung

」
と
よ
ん
で
い
る
。

　

ル
ネ
サ
ン
ス
と
宗
教
改
革
と
を
こ
の
よ
う
に
区
別
し
て
把
握
す
る
さ
い
に
見
ら

れ
る
分
析
視
角
が
、「
社
会
学
的
に
」
比
較
検
討
す
る
と
い
う
新
た
な
方
法
で
あ

る
。
ル
ネ
サ
ン
ス
は
果
た
し
て
「
原
理
的
に
新
し
い
社
会
の
秩
序
を
建
設
」
し
た

か
ど
う
か
、
つ
ま
り
「
社
会
学
的
に
生
産
的
」
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
視
角
か
ら

見
直
す
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
「
社
会
学
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
」「
社
会
学
的
諸
力
」

「
社
会
学
的
推
進
の
形
成
力
」der soziologische B

ildungstrieb und Form
ungskraft

な

ど
の
方
法
概
念
を
用
い
て
思
想
史
研
究
に
乗
り
だ
す
。
そ
の
代
表
的
な
成
果
が
、

こ
れ
ま
で
参
照
し
て
き
た
『
ル
ネ
サ
ン
ス
と
宗
教
改
革
』
や
、
本
書
〔『
ト
レ
ル

チ
著
作
集
』
第
8
巻
〕
所
収
の
諸
論
文
で
あ
っ
て
、
ト
レ
ル
チ
の
思
想
史
方
法
論

は
、
文
化
史
＝
理
念
史
的
な
も
の
か
ら
《
社
会
学
的
》
方
法
へ
転
換
し
て
い
る
。

さ
き
に
挙
げ
た
彼
の
、「
キ
リ
ス
ト
教
の
成
立
・
発
展
・
変
化
・
停
滞
に
お
け
る

社
会
学
的
規
定
性
」
い
か
ん
と
い
う
問
題
設
定
は
、
こ
こ
に
、
そ
れ
に
見
合
う
分

析
方
法
を
獲
得
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

（
二
）
ト
レ
ル
チ
は
ル
ネ
サ
ン
ス
と
宗
教
改
革
の
そ
れ
ぞ
れ
が
も
つ
独
自
性
を

区
別
し
た
う
え
で
、
近
代
世
界
の
成
立
を
、
こ
れ
ら
両
者
の
歴
史
的
な
「
緊
張
と

融
合
」
の
結
果
と
し
て
の
「
啓
蒙
主
義
」
に
求
め
て
い
く
。
こ
こ
に
《
何
に
よ
っ

て
近
代
世
界
は
形
成
さ
れ
た
の
か
》
に
対
す
る
答
え
の
要
諦
が
得
ら
れ
る
。

　

近
代
世
界
は
「
ル
ネ
サ
ン
ス
」
だ
け
の
力
が
一
直
線
的
に
延
長
さ
れ
て
い
く
こ

と
に
よ
っ
て
成
立
し
た
の
で
は
な
く
、
ル
ネ
サ
ン
ス
を
経
験
し
つ
つ
あ
っ
た
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
が
、「
宗
教
改
革
」
に
は
じ
ま
る
古
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
強
力
な

社
会
学
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
＝
禁
欲
の
徹
底
に
よ
る
職
業
労
働
へ
の
推
進
力
）
に
な

お
二
世
紀
の
あ
い
だ
担
わ
れ
、
そ
れ
に
浸
さ
れ
る
こ
と
を
通
し
て
初
め
て
可
能
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
成
立
に
い
た
る
過
渡
期
に
お
い
て
、
社
会
学
的
に
よ
り

生
産
的
な
宗
教
改
革
の
側
に
圧
倒
的
な
役
割
が
認
め
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
、
そ

の
よ
う
な
強
力
か
つ
持
続
的
な
歴
史
形
成
の
推
進
力―

「
エ
ー
ト
ス
」―

に

よ
っ
て
の
み
、
前
期
的
資
本
に
よ
る
上
か
ら
の
体
制
再
編
＝
維
持
的
な
、
な
し
崩

し
的
改
良
と
は
質
を
異
に
し
た
・
封
建
的
社
会
体
制
の
根
底
か
ら
の
構
造
的
変
革

が
、
す
な
わ
ち
産
業
資
本
を
新
し
い
担
い
手
と
す
る
「
近
代
」
資
本
主
義
社
会
の

成
立
が
可
能
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　

他
方
「
ル
ネ
サ
ン
ス
」
の
方
は
、
異
質
の
対
抗
者
で
あ
る
「
宗
教
改
革
」

（
＝
古
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
）
の
な
か
へ
入
っ
て
い
っ
て
、
そ
れ
と
融
合
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
を
近
代
化
し
（
＝
新
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
ヘ
の
転

化
）、
近
代
世
界
の
世
俗
化
と
普
遍
化
と
に
力
を
貸
し
、
そ
の
役
割
を
果
た
す
こ

と
が
で
き
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
間
の
事
情
を
た
だ
表
面
的
に
、
あ
る
い
は
理
念

史
的
な
流
れ
と
し
て
だ
け
見
れ
ば
、『
ル
ネ
サ
ン
ス
↓
近
代
世
界
』
と
い
う
直
線

的
な
文
化
史
的
発
展
と
見
ら
れ
て
し
ま
う
が
、
そ
の
発
展
を
現
実
に
推
進
し
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
担
い
手
、
持
続
的
に
作
用
す
る
エ
ー
ト
ス
を
抜
き
に
し
て
は
、
西
欧

に
独
自
な
近
代
世
界
は
現
出
し
え
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
把
握
を
可
能
に
す
る

の
が
、《
社
会
学
的
》
方
法
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
「
ル
ネ
サ
ン
ス
」
は
「
近
代

世
界
」
創
出
へ
の
阻
止
的
要
因
と
考
え
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
た
し
か
に
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ル
ネ
サ
ン
ス
と
宗
教
改
革
と
の
同
次
元
的
把
握
を
排
し
、
ル
ネ
サ
ン
ス
を
近
代
世

界
へ
と
引
き
継
ぐ
否
定
的
媒
介
項
の
も
つ
生
産
力
的
意
義
が
強
調
さ
れ
て
い
る
も

の
の
、
両
者―

換
言
す
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
『
解
放
』
と
『
禁
欲
』―

は
、
近

代
世
界
形
成
へ
の
関
連
に
お
い
て
は
単
純
な
対
立
関
係
に
お
か
れ
て
い
る
の
で
は

な
く
、
む
し
ろ
異
質
の
も
の
の
間
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
融
合
と
し
て
と
ら
え
ら
れ

て
い
る
。
ル
ネ
サ
ン
ス
の
意
義
が
、
あ
ら
た
め
て
こ
こ
で
活
か
さ
れ
て
く
る
。
こ

の
点
を
強
調
的
に
読
み
と
っ
て
い
く
と
、
ル
ネ
サ
ン
ス
的
『
解
放
』
に
対
立
す
る

宗
教
改
革
的
『
禁
欲
』
と
し
て
で
は
な
く
、
む
し
ろ
解
放
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
継

承
と
し
て
禁
欲
を
理
解
す
る
と
ら
え
か
た
に
つ
な
が
る
（
水
田
洋
『
近
代
人
の
形
成
』、

同
「
著
作
史
的
略
歴
」、
宮
本
憲
一
ほ
か
編
『
市
民
社
会
の
思
想
』
参
照
）。

　

『
私
の
著
書
』
の
な
か
で
ト
レ
ル
チ
は
、「
も
は
や
キ
リ
ス
ト
教
の
純
粋
な
教
義

史
・
理
念
史
に
つ
い
て
は
語
ら
れ
え
な
い
。」「
私
は
す
べ
て
宗
教
的
な
も
の
を
、

た
だ
社
会
倫
理
的
影
響
作
用
の
基
礎
前
提U

ntergrund
と
し
て
、
あ
る
い
は
社
会

学
的
環
境
の
鏡
な
ら
び
に
反
作
用
（Spiegel und R

ückw
irkung

）
と
み
な
し
た
」
と

述
べ
て
い
た
。
も
と
よ
り
素
朴
な
反
映
論
は
退
け
ら
れ
、「
種
々
の
緊
張
を
は
ら

み
つ
つ
極
め
て
多
様
な
動
因
」
が
強
調
さ
れ
て
い
る
が
、「
個
々
ば
ら
ば
ら
の
差

異
の
契
機
で
は
な
く
、
現
世
に
対
す
る
態
度
に
つ
い
て
の
ま
っ
た
く
原
理
的
な
対

立
」
の
把
握
を
重
視
す
る
。
ル
ネ
サ
ン
ス
と
宗
教
改
革
を
「
現
世
に
対
す
る
態
度

の
対
立
」
に
つ
い
て
比
較
検
討
し
た
の
も
、
そ
の
好
例
で
あ
る
。
そ
の
さ
い
両
運

動
の
何
が
比
較
さ
れ
た
か
と
言
え
ば
、
人
間
観
・
典
型
的
人
間
像
（「
万
能
人
」

対
「
専
門
人
」）
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
相
違
を
も
た
ら
す
決
定
的
な
も
の
は
、

や
は
り
「
精
神
の
内
面
的
対
立
」
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
あ
の
「
社

会
学
的
形
成
の
推
進
力
」（
歴
史
の
起
動
力
）
を
主
導
す
る
の
は
、
や
は
り
人
間

主
体
の
側
に
あ
り
、「
人
々
を
内
側
か
ら
一
定
の
方
向
に
む
か
っ
て
押
し
う
ご
か

し
て
い
く
倫
理
的
雰
囲
気
」（
大
塚
久
雄
「
宗
教
改
革
と
近
代
社
会
」『
著
作
集
』
8
）
に
あ

る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
人
間
主
体
も
、
も
と
よ
り
社
会
学
的
に
条
件
づ
け
ら
れ
て

は
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
基
底
還
元
的
に
で
は
な
く
、
精
神
と
物
質
的
基
礎
と

を
媒
介
す
る
「
エ
ー
ト
ス
」
と
い
う
意
味
で
の
倫
理
と
し
て
と
ら
え
、
と
り
わ
け

ゼ
ク
テ
の
も
つ
「
教
育
学
的
は
た
ら
き
」（
ヴ
ェ
ー
バ
ー
「
北
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
教
会
と

セ
ク
ト
」1906

、
安
藤
英
治
訳
、
成
蹊
大
学
『
政
治
経
済
論
叢
』
十
四
巻
一
号
、
十
六
巻
三
号
）
が

評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ト
レ
ル
チ
の
「
社
会
学
的
形
成
の
推
進
力
」
も
、
こ

の
よ
う
な
意
味
で
の
エ
ー
ト
ス
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

三
　

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
と
近
代
世
界

　

宗
教
改
革
は
い
ま
だ
中
世
世
界
に
属
し
て
お
り
、
本
来
的
な
近
代
世
界
は
啓
蒙

主
義
（
＝
近
代
的
産
業
資
本
）
の
時
代
と
と
も
に
始
ま
る
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
ト

レ
ル
チ
の
テ
ー
ゼ
は
、
デ
ィ
ル
タ
イ
批
判
と
、
ヴ
ェ
ー
バ
ー
お
よ
び
マ
ル
ク
ス
の

影
響
と
を
通
じ
、『
ル
ネ
サ
ン
ス
と
宗
教
改
革
』
論
文
（1913

）
に
お
い
て
思
想

史
の
社
会
学
的
方
法
を
定
式
化
さ
せ
る
に
い
た
っ
た
。
と
り
わ
け
『
近
代
世
界
の

成
立
に
た
い
す
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
意
義
』は
、
も
と
も
と
マ
ッ
ク
ス
・

ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
代
り
に
第
九
回
ド
イ
ツ
歴
史
家
会
議
で
お
こ
な
っ
た
講
演
で
あ
る

が
（1906

、
第
一
版
と
よ
ん
で
お
く
。）、
そ
れ
を
約
一
・
五
倍
に
加
筆
さ
れ
た
の

が
今
日
み
る
本
論
文
で
あ
る
（
第
二
版1911

）。
そ
の
作
業
と
並
行
し
て
彼
は
、

『
キ
リ
ス
ト
教
の
諸
教
会
の
社
会
教
説Soziallehren

』を
続
々
と『
ア
ル
ヒ
ー
フ
』

に
連
載
し
つ
づ
け
（1908

～1910

）、
さ
ら
に
そ
れ
に
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
・
再
洗

礼
派
・
神
秘
主
義
の
部
分
を
書
き
た
す
三
分
の
一
補
充
の
大
作
業
に
立
ち
む
か
っ

て
い
た
。
こ
れ
が
『
ト
レ
ル
チ
著
作
集
』
第
一
巻
（G

S. 1

）
と
し
て
、
一
千
ペ
ー
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ジ
に
な
ん
な
ん
と
す
る
主
著
、『
キ
リ
ス
ト
教
の
諸
教
会
お
よ
び
諸
集
団

0

0

0

0

0

0

の
社
会

教
説
』（1912

）
で
あ
る
こ
と
、
言
う
ま
で
も
な
い
。
彼
み
ず
か
ら
言
う
ご
と
く
、

そ
れ
は
、
一
九
一
一
年
論
文
の
「
諸
テ
ー
マ
の
い
っ
そ
う
立
ち
入
っ
た
包
括
的
な

改
訂
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
本
論
文
は
小
品
な
が
ら
、『
社
会
教
説
』

産
出
過
程
で
の
、
い
わ
ば
先
進
導
坑
を
な
す
も
の
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
教
会
文
化
か
ら
自
由
な
近
代
文
化
へ
の
道
は
、

け
っ
し
て
一
直
線
に
は
通
じ
て
い
な
い
。」
近
代
文
化
へ
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ

ズ
ム
の
意
義
は
「
間
接
的
」
か
、「
意
図
せ
ざ
る
意
義
」
か
に
な
ら
ざ
る
を
え
な

い
と
い
う
。
も
と
よ
り
近
代
世
界
へ
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
「
関
与
」

A
nteil

は
、
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
意
義
を
一
面
的
に
誇
大
視
し
て
は

な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
ま
ず
ト
レ
ル
チ
に
よ
る
ル
タ
ー
（
古
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
）
の

位
置
づ
け
を
見
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
い
わ
ゆ
る
『
ト
レ
ル
チ
・
テ
ー
ゼ
』
は
、

彼
の
出
自
で
あ
る
自
由
主
義
神
学
の
立
場
（
彼
の
師
リ
ッ
チ
ュ
ルA

. R
itschl

と

そ
の
弟
子
た
ち
）
か
ら
、
当
然
に
も
激
し
い
攻
撃
を
あ
び
た
。
新
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

テ
ィ
ズ
ム
の
一
九
世
紀
版
に
あ
た
る
自
由
主
義
神
学
は
、
ル
タ
ー
を
「
近
代
化
」

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
己
の
立
場
を
正
当
化
し
よ
う
と
し
、
ル
タ
ー
と
そ
の
宗
教

改
革
か
ら
近
代
世
界
へ
の
移
行
を
《
連
続
的
》
に
把
握
す
る
か
ら
で
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
こ
の
間
に
大
き
な
変
化
の
生
じ
た
こ
と
を
否
定
は
し
な
い
が
、
そ
れ
を
質
的

変
化
と
は
認
め
な
か
っ
た
り
（
ロ
ー
フ
スL

oofs, F

）、
逆
に
ル
タ
ー
に
お
け
る

中
世
的
要
素
の
存
在
を
認
め
て
も
、
そ
れ
を
「
残
滓
」
視
し
、
ル
タ
ー
の
本
質
を

近
代
的
な
も
の
と
み
た
り
す
る
者
（
ハ
ル
ナ
ッ
クA

. H
arnack

）
も
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
《
連
続
説
》
で
あ
る
こ
と
に
は
変
り
な
い
（
佐
藤
敏
夫
『
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ

ズ
ム
と
現
代
』
新
教
出
版
社1970

年
）。

　

こ
れ
に
対
し
て
ト
レ
ル
チ
は
近
代
世
界
と
の
《
断
層
説
》―

こ
れ
は
ル
ネ
サ

ン
ス
以
降
を
連
続
視
す
る
前
述
の
《
解
放
説
》
に
対
す
る
《
禁
欲
説
》
と
、
あ
る

程
度
対
応
す
る―

に
立
つ
。
し
か
し
、
中
世
的
要
素
を
核
心
に
も
つ
ル
タ
ー

の
う
ち
に
「
近
代
的
な
も
の
」
を
全
く
認
め
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

　

こ
う
し
て
ル
タ
ー
の
う
ち
に
、（
可
能
性
と
し
て
の
近
代
性
を
含
め
て
）
二
面

性
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
で
は
ル
タ
ー
＝
古
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ

ズ
ム
と
、
近
代
世
界
と
の
《
断
層
》
は
、
い
か
に
し
て
乗
り
こ
え
ら
れ
る
の
だ
ろ

う
か
。
つ
ま
り
近
代
世
界
の
成
立
に
た
い
す
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
〈
関

与
〉
は
、
い
か
に
し
て
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
一
般

0

0

に
帰
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
か
ら
、
ま
ず
そ
の

内
部
に
お
け
る
二
大
宗
派
、
ル
タ
ー
派
と
カ
ル
ヴ
ァ
ン
派
と
の
区
別
が
必
要
と
な

る
（
こ
れ
ら
両
者
が
後
の
「
キ
ル
ヘ
（
教
会
）」
類
型
に
あ
た
る
）。

　

『
ル
ネ
サ
ン
ス
と
宗
教
改
革
』
論
文
（1925

）
で
は
「
ル
ネ
サ
ン
ス
」
と
の
対

比
に
強
調
点
が
お
か
れ
た
た
め
、
い
き
お
い
二
大
宗
派
の
相
違
は
同
色
に
塗
り
こ

め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
に
対
し
て
、
本
論
文
で
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
に

お
け
る
時
代
的
・
質
的
区
別
（
古
と
新
）
と
と
も
に
、
ル
タ
ー
主
義
と
カ
ル
ヴ
ィ

ニ
ズ
ム
と
い
う
類
型
的
・
宗
派
的
区
別
を
も
お
こ
な
っ
て
い
る
。

　

両
類
型
の
決
定
的
な
相
違
を
、「
世
俗
的
＝
近
代
的
世
界
と
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
関
連
」
と
い
う
視
角
か
ら
端
的
に
扱
っ
た
「
カ
ル
ヴ
ァ
ン
派
と
ル
タ
ー
派

―
「
概
観Ü

berblick

」―

」（1909

）
に
お
い
て
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ

ズ
ム
が
ル
タ
ー
派
に
お
い
て
で
は
な
く
、
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
に
お
い
て
「
近
代

的
・
社
会
的
転
換
」（m

odern-soziale W
endung

）
を
な
す
に
い
た
っ
た
原
因

が
追
求
さ
れ
る
。
そ
の
さ
い
一
面
的
な
唯
物
史
観
は
し
り
ぞ
け
つ
つ
、
カ
ル
ヴ
ィ
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ニ
ズ
ム
独
自
の
宗
教
的
・
倫
理
的
諸
傾
向
と
担
い
手
の
諸
状
況
と
の
相
互
関
連

の
な
か
か
ら
、
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
と
民
主
的
・
資
本
主
義
的
世
界
と
の
親
近
関
係

（Verw
andtschaft

）
を
探
り
だ
そ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
問
題
関
心
に
発
す
る
「
ジ
ュ

ネ
ー
ブ
」
と
「
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
」
と
の
相
違―

そ
れ
は
近
代
化
へ
の
「
二

つ
の
道
」
問
題
と
も
重
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
が―

、
と
り
わ
け
「
ル
タ
ー

ト
ゥ
ム
」
に
お
け
る
保
守
的
伝
統
主
義
の
剔
抉
は
、
ヴ
ェ
ー
バ
ー
＝
ト
レ
ル
チ
に

共
通
し
た
「『
ド
イ
ツ
』
社
会
の
〝
批
判
的
自
己
認
識
〟」（
柳
父
圀
近
『
ウ
ェ
ー
バ
ー

と
ト
レ
ル
チ
』
み
す
ず
書
房
）
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
『
倫
理
』
論

文
自
体
も
、
こ
の
脈
絡
で
は
「
ル
タ
ー
派
批
判
の
書
」、「
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
の

洗
礼
を
受
け
入
れ
た
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
系
社
会
を
鑑
と
す
る
ド
イ
ツ
社
会
批
判

の
書
」
で
あ
っ
た
（
山
之
内
靖
「
転
換
期
の
歴
史
像―

柴
田
三
千
雄
『
近
代
世
界
と
民
衆
運
動
』

に
よ
せ
て―

」『
思
想
』1983.12

）。
し
か
し
ト
レ
ル
チ
で
は
、
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
で

は
な
く
カ
ル
ヴ
ァ
ン
自
身
の
宗
教
的
理
念
の
「
社
会
学
的
自
己
形
成
」
の
方
に
力

点
が
お
か
れ
る
。
た
し
か
に
『
ル
ネ
サ
ン
ス
と
宗
教
改
革
』
論
文
で
、「
現
世
に

対
す
る
生
活
態
度
」
に
理
念
が
ど
の
よ
う
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
か
、
両
運
動
が

「
現
実
に
及
ぼ
し
た
歴
史
的
に
異
な
る
影
響
作
用
」
の
追
求
が
目
ざ
さ
れ
て
い
る

も
の
の
、
や
は
り
『
理
念
↓
社
会
的
影
響
』
に
つ
い
て
そ
の
ス
ト
レ
ー
ト
な
関
係

に
議
論
の
比
重
が
傾
い
て
い
る
（
柳
父
圀
近
、
前
掲
書
）
と
い
え
よ
う
。

　

さ
て
本
書
に
も
ど
っ
て
そ
の
叙
述
の
仕
方
を
み
れ
ば
、
そ
の
い
ず
れ
の
領
域
に

お
い
て
も
古
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
は
近
代
世
界
の
新
し
い
原
理
的
革
新
に

―

少
な
く
と
も
直
接―

寄
与
し
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
否
定
的
見
解
が

示
さ
れ
、
そ
う
い
っ
た
寄
与
が
あ
っ
た
と
し
て
も
そ
れ
は
「
間
接
的
、
媒
介
的
、

無
意
図
的
」（indirekt, m

ittelbar, ungew
ollt

）
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
し
て
い
る
。

そ
う
だ
と
す
れ
ば
近
代
精
神
の
招
来
に
対
し
て
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
チ
ズ
ム
が
与

え
た
積
極
的
影
響
は
何
か
を
、
あ
ら
た
め
て
問
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
れ
は
「
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
に
類
似
し
、
ま
た
そ
れ
か
ら
感
化
を
う
け
た
敬
虔

主
義
の
諸
集
団
や
再
洗
礼
派
の
教
団
」
な
ど
で
あ
る
。
即
ち
、

　

①
人
文
主
義
的
・
文
献
学
的
神
学
（
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ス
派
、
ソ
チ
ニ
派
な
ど
）

　

②
自
由
教
会
的
な
ゼ
ク
テ
的
再
洗
礼
派

　

③
主
観
主
義
的
な
神
秘
主
義
や
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
で
あ
る
。

　

そ
れ
ら
は
、
本
来
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
と
「
並
行
し
て
」
存
在
し
、
そ

れ
と
錯
綜
し
「
特
殊
な
位
置
」
を
占
め
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
古
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
テ
ィ
ズ
ム
を
新
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
ヘ
転
化
さ
せ
る
触
媒
的
役
割
を
は
た

し
、
教
会
的
統
一
文
化
を
粉
砕
し
て
近
代
世
界
を
成
立
さ
せ
て
い
く
に
あ
た
っ
て

「
こ
の
上
も
な
く
高
度
な
意
義
」
を
も
つ
歴
史
的
形
成
物
で
あ
る
。
た
と
え
ば
良

心
の
自
由
は
主
と
し
て
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
の
成
果
で
あ
り
、
組
合
教
会
主
義

は
再
洗
礼
派
の
、
文
献
学
的
・
歴
史
的
理
解
は
人
文
主
義
的
神
学
の
成
果
と
い
う

べ
き
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
こ
こ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
意
義

を
、
の
ち
の
ト
レ
ル
チ
に
よ
る
キ
リ
ス
ト
教
団
の
類
型
を
使
っ
て
言
え
ば
、
顕
著

な
関
与
は
「
キ
ル
ヘ
（
教
会
）
型
」
で
は
な
く―

ル
タ
ー
派
は
も
ち
ろ
ん
、

カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
で
す
ら
薄
く―

、「
ゼ
ク
テ
型
」（
お
よ
び
／
ま
た
は
「
ミ

ス
テ
ィ
ー
ク
〔
神
秘
主
義
〕」
型
）
に
お
い
て
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
事

実
、
ト
レ
ル
チ
の
本
論
文
（
第
一
版
、1906

）
か
ら
『
著
作
集
』
第
一
巻
の
『
社

会
教
説
』
完
成
（
一
九
一
二
年
）
へ
至
る
過
程
で
、
彼
の
有
名
な
三
類
型
論
が
成

立
し
て
い
る
。
し
か
も
興
味
あ
る
こ
と
に
、本
論
文
の
第
一
版
で
は「
再
洗
礼
派
」

（
＝
ゼ
ク
テ
型
）
と
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
」（
＝
ミ
ス
テ
ィ
ー
ク
型
）
と
の
区

― 203 ―



名古屋学院大学論集

（
一
九

）

別
が
ま
だ
な
く
、
ヴ
ェ
ー
バ
ー
と
同
じ
く
キ
ル
ヘ
型
と
ゼ
ク
テ
型
と
の
二
区
分
で

あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
第
二
版
（1911

）
で
初
め
て
ゼ
ク
テ
型
と
ミ
ス
テ
ィ
ー

ク
型
と
が
分
離
さ
れ
、
こ
こ
に
お
い
て
三
類
型
が
確
定
し
て
い
く
経
緯
が
、
今
回

の
〔
翻
訳
で
〕
一
、
二
版
の
異
同
を
比
較
し
て
み
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

内
容
的
に
も
こ
の
変
更
が
、
本
論
文
（
第
二
版
）
へ
の
改
訂
の
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
を
な
し
て
い
た
。

＊
「
私
は
『
社
会
教
説
』
の
な
か
で
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
徹
底
的
に
考
察
し
、
そ
こ
に
お
い

て
実
際
に
こ
の
問
題
に
お
け
る
な
に
か
本
質
的
に
新
し
い
も
の
、
よ
り
よ
い
も
の
に
到
達

し
た
と
信
じ
て
い
る
。
本
書
（
第
二
版
）
の
本
文
中
で
な
さ
れ
た
変
更
は
、
そ
れ
に
も
と

づ
い
て
い
る
」（
第
二
版
追
加
注
）。
そ
し
て
そ
の
変
更
の
動
機
に
つ
い
て
は
、
ロ
ー
フ
ス

F. L
oofs

『
中
世
お
よ
び
近
代
に
対
す
る
ル
タ
ー
の
地
位
』（1907

）
や
ケ
ー
ラ
ーW

alther 

K
öhler

が
、「
再
洗
礼
派
の
と
ら
え
か
た
や
、
か
れ
ら
と
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ス
ト
と
を
あ
ま

り
に
も
密
接
に
関
連
さ
せ
る
わ
た
く
し
〔
ト
レ
ル
チ
〕
の
と
ら
え
方
に
異
議
を
と
な
え
た
」

こ
と
に
対
し
て
、
そ
れ
を
部
分
的
に
認
め
た
た
め
と
し
て
い
る
。

補
注

　

ト
レ
ル
チ
は
触
れ
て
い
な
い
が
、
も
と
も
と
こ
の
「
ゼ
ク
テ
」
の
概
念

構
成
は
、
ア
メ
リ
カ
旅
行
（1904

）
の
鮮
烈
な
経
験
の
も
と
に
ヴ
ェ
ー
バ
ー

が
創
出
し
た
も
の
で
あ
り
（「
北
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
教
会
と
ゼ
ク
テ
」

1906

）、
そ
れ
を
ト
レ
ル
チ
が
、
さ
ら
に
彼
な
り
に
修
正
し
て
再
編
し
た
の

が
、
あ
の
「
三
類
型
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
ア
メ
リ
カ
旅
行
に
ト
レ
ル
チ
も

同
行
し
て
お
り
、
そ
の
成
果
は
本
論
文
の
随
所
に
う
か
が
え
る
。
人
権
お

よ
び
良
心
の
自
由
に
つ
い
て
述
べ
た
箇
所
で
は
「
人
権
の
父
は
、
本
来
的

な
教
会
的
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
〔
＝
キ
ル
ヘ
型
〕
で
は
な
く
、
そ
れ

に
よ
っ
て
憎
ま
れ
新
世
界
へ
追
放
さ
れ
た《
分
派
精
神〔
ゼ
ク
テ
ン
ト
ウ
ム
〕

と
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
》〔
↑
第
一
版
で
は
《
再
洗
礼
派
》
の
み
〕
で
あ
る
」

と
さ
れ
て
い
る
（
こ
の
箇
所
で
も
、
第
二
版
に
お
い
て
第
二
、
第
三
類
型

が
分
離
さ
れ
て
い
く
過
程
が
読
み
と
れ
る
。）。
ま
た
、ヴ
ェ
ー
バ
ー
が
『
原
・

倫
理
』（
第
二
章
第
一
節
、「
寛
容
」
に
つ
い
て
の
注
）
で
、
自
分
が
「
ピ
ュ

ウ
リ
タ
ニ
ズ
ム
と
新
し
く
取
り
く
む
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
ま
さ
に
こ
の

書
物
の
お
か
げ
で
あ
る
」
と
書
い
て
お
き
な
が
ら
、
後
の
『
倫
理
』
の
論

文
で
は
削
除
し
て
し
ま
っ
た
イ
エ
リ
ネ
ッ
ク
の
『
人
権
宣
言
論
』（1891

）

へ
の
言
及
が
、ト
レ
ル
チ
の
方
で
は
そ
の
ま
ま
一
、二
版
と
も
に
見
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
旅
行
か
ら
二
人
の
得
た
も
の
に
は
共
通
の
も
の
も

多
く
、
そ
し
て
重
要
で
あ
る
が
、
こ
こ
か
ら
二
人
が
同
じ
概
念
構
成
を
お

こ
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
（「
教
会
」「
ゼ
ク
テ
」「
神
秘
主
義
」「
禁
欲
」

概
念
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
の
、
ヴ
ェ
ー
バ
ー
と
ト
レ
ル
チ
の
視
角
の
相

違
に
つ
い
て
は
、
住
谷
一
彦
「
解
説
あ
と
が
き―

ト
レ
ル
チ
と
ヴ
ェ
ー

バ
ー
」、『
ト
レ
ル
チ
著
作
集
』
第
七
巻
　

ヨ
ル
ダ
ン
社
、
一
九
八
一
年
を

参
照
）。

　

近
代
世
界
へ
の
積
極
的
役
割
を
果
た
し
た
歴
史
的
形
成
物
に
対
し
て
、
宗
教
改

革
の
指
導
者
た
ち
は
「
本
質
的
に
対
立
感
情
」
を
い
だ
い
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、

長
ら
く
陰
惨
な
抑
圧
を
う
け
て
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、
十
七
世
紀
の
終
り
に
至
っ

て
漸
く
世
界
史
上
、
重
要
な
役
割
を
演
ず
る
こ
と
に
な
る
（
た
と
え
ば
イ
ギ
リ
ス

革
命
）。
そ
れ
以
来
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
「
教
会
」
の
な
か
に
洪
水
の
よ
う
な
勢
い

で
闖
入
し
、
社
会
全
体
を
包
括
す
る
か
つ
て
の
よ
う
な
教
会
的
統
一
文
化
を
解
体
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さ
せ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
そ
れ
ら
は
「
近
代
世
界
の
成
立
」
に
と
っ
て
、
こ
の
う

え
も
な
く
高
度
な
意
義
を
有
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
新
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
ヘ
の
〝
転
化
〟
は
古
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ

ズ
ム
自
身
に
含
ま
れ
て
い
る
内
的
本
質
の
〝
発
展
〟
に
よ
っ
て
で
は
な
く
し
て
、

そ
れ
に
あ
ず
か
っ
て
力
が
あ
っ
た
も
の
と
し
て
は
、
外
部
に
あ
る
近
代
文
化
か
ら

の
〝
影
響
〟
の
方
を
重
要
視
し
て
い
る
。「
近
代
文
化
の
導
出
に
た
い
す
る
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
影
響
は
古
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
種
々
の
多
様
な
諸

集
団G

ruppen

〔
＝
ゼ
ク
テ
〕
と
の
関
連
に
お
い
て
し
か
問
題
に
な
ら
な
い
。
そ

れ
に
対
し
て
、
新
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
そ
の
も
の
は
、
近
代
文
化
の
ひ
と
つ

の
構
成
要
素
で
あ
り
、近
代
文
化
か
ら
深
刻
な
影
響
を
う
け
て
き
た
の
で
あ
る
」。

　

も
っ
と
も
、
古
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
う
ち
に
も
近
代
世
界
へ
の
素

質
が
ま
っ
た
く
認
め
ら
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
個
人
的
確
信
の
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
的
・
宗
教
的
個
人
主
義
が
学
問
的
良
心
や
思
想
の
自
由
と
合
流
す
る

zusam
m

enfließen

こ
と
に
よ
っ
て
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
そ
の
も
の
も
、

そ
の
発
端
に
比
し
て
根
本
的
に
変
化
さ
せ
ら
れ
た
の
だ
が
、「
も
と
も
と
そ
の
よ

う
な
変
化
の
可
能
性
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
う
ち
に
横
た
わ
っ
て
い
た
」。

た
だ
し
、
そ
の
よ
う
な
可
能
性
が
開
始
さ
れ
う
る
た
め
に
は
、
や
は
り
近
代
の
自

律
的
な
科
学
が
ま
ず
も
っ
て
み
ず
か
ら
誕
生
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

近
代
科
学
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
か
ら
生
ま
れ
た
の
で
は
な
く
、
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
と
融
合
し
た
（Verschm

elzung

）
に
す
ぎ
な
い
、
と
つ
づ
く
。

こ
の
よ
う
に
、
第
二
版
で
追
加
さ
れ
た
こ
の
部
分
で
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム

自
体
の
う
ち
に
近
代
世
界
へ
の
転
化
の
潜
在
的
可
能
性
が
認
め
ら
れ
る
に
至
っ
て

い
る
が
、
そ
れ
が
顕
在
化
す
る
た
め
に
は
や
は
り
外
的
影
響
が
必
要
と
さ
れ
て
い

る
。
近
代
科
学
も
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
か
ら
生
ま
れ
た
の
で
は
な
く
、
後
者

と
「
融
合
し
た
」
に
す
ぎ
な
い
。

社
会
学
的
方
法
の
問
題
点

　

さ
て
西
欧
独
自
の
近
代
世
界
の
成
立
事
情
と
そ
の
特
質
を
把
握
で
き
た
が
、
こ

う
し
て
近
代
資
本
主
義
と
し
て
姿
を
あ
ら
わ
に
し
た
近
代
世
界
は
、
史
上
そ
の
例

を
み
な
い
独
自
の
価
値
の
転
倒
を
生
じ
る
に
至
る
。
そ
れ
を
克
服
す
る
い
か
な
る

展
望
を
、
社
会
学
的
方
法
は
持
ち
う
る
で
あ
ろ
う
か
、
そ
の
問
題
点
は
な
に
か
で

あ
る
。

　

も
と
よ
り
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
に
と
っ
て
、
世
俗
の
職
業
（
＝
召
命
）
は

自
己
目
的
で
は
な
く
、
宗
教
行
為
実
現
の
手
段
で
あ
っ
た
に
は
違
い
な
い
。
し
か

し
勤
労
・
質
素
な
ど
の
禁
欲
的
エ
ー
ト
ス
が
生
産
力
の
拡
充
を
促
進
さ
せ
↓
結
果

と
し
て
貨
幣
利
得
（
新
型
の
営
利
）
へ
至
る
が
、
↓
救
い
の
確
証
と
は
な
ら
な
い

ゆ
え
、
無
限
の
循
環
と
な
る
。
こ
れ
が
ひ
と
た
び
自
己
回
転
し
始
め
る
や
、
こ
の

サ
イ
ク
ル
は
容
易
に
逆
転
し
、
よ
り
多
く
の
利
得
を
あ
げ
る
職
業
こ
そ
は
生
産
力

拡
充
と
結
び
つ
き
社
会
全
体
の
福
祉
に
貢
献
し
、
必
ず
や
倫
理
的
諸
徳
を
も
実
現

す
る
で
あ
ろ
う
と
。
こ
の
新
型
の
営
利
へ
の
道
に
は
、
も
は
や
良
心
の
痛
み
を
感

得
し
た
旧
商
人
と
は
逆
に
、
絶
対
的
な
神
の
保
証
つ
き
で
あ
る
。

　

か
か
る
価
値
の
転
倒
に
対
し
て
ト
レ
ル
チ
は
、「
世
俗
の
職
業
は
自
己
目
的
で

は
な
い
」
と
い
う
に
と
ど
ま
る
。「
勝
利
」
を
と
げ
た
資
本
主
義
に
た
い
す
る
ウ

エ
ー
バ
ー
の
突
き
放
し
た
表
現
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
僧
坊
か
ら
出
て
世
俗
の

職
業
生
活
を
改
造
（um

bauen

）
し
て
生
み
出
し
た
近
代
的
世
界
秩
序
は
、
一
切

の
個
人
生
活
を
決
定
づ
け
、
競
技
の
激
情
、
ス
ポ
ー
ツ
の
性
格
を
持
つ
に
い
た
る

云
々
。

　

こ
の
『
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
倫
理
と
資
本
主
義
の
精
神
』
末
尾
の
言

― 201 ―



名古屋学院大学論集

（
二
一

）

葉
を
念
頭
に
お
い
て
書
い
た
ト
レ
ル
チ
本
書
の
『
意
義
』
末
尾
は
、
ウ
エ
ー
バ
ー

と
共
鳴
す
る
語
調
を
も
ち
な
が
ら
も
別
の
響
き
を
感
じ
と
れ
る
。
要
約
す
れ
ば
、

「
近
代
文
化
の
最
善
の
内
容
は
、
自
由
思
想
や
人
格
思
想
を
拡
大
さ
せ
た
点
に
認

め
う
る
が
、
こ
の
地
盤
が
引
き
続
き
維
持
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。
ウ

エ
ー
バ
ー
が
ロ
シ
ア
革
命
に
つ
い
て
の
著
述
で
適
切
に
詳
述
し
た
よ
う
に
、
そ
れ

は
困
難
で
あ
ろ
う
。
資
本
主
義
的
経
済
発
展
は
、
む
し
ろ
あ
ら
た
な
隷
属
（neue 

H
örigkeit

）
に
む
け
て
舵
を
と
り
、
わ
れ
わ
れ
の
強
大
な
軍
事
国
家
、
行
政
国

家
は
自
由
に
と
っ
て
好
都
合
で
は
な
い
。
将
来
に
残
さ
れ
て
い
る
も
の
は
自
由
と

人
格
的
信
仰
の
確
信
の
宗
教
的
形
而
上
学
で
あ
る
。」

　

ウ
エ
ー
バ
ー
が
先
の
箇
所
で
、
近
代
的
経
済
組
織
か
ら
「
抜
け
出
て
し
ま
っ
た

禁
欲
の
精
神
は
最
終
的
に
か
否
か
、
誰
も
知
ら
な
い
」
と
突
き
放
し
て
い
た
の
と

対
照
的
に
、
ト
レ
ル
チ
は
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
に
言
及
し
つ
つ
、
退
廃
文
化
の
た
だ
な

か
か
ら
再
び
新
し
い
「
禁
欲
の
世
紀
」
が
興
る
こ
と
を
期
待
す
る
の
み
で
あ
る
。

　

人
間
の
社
会
的
諸
関
係
の
物
化
（
＝
労
働
力
の
商
品
化
）
と
い
う
意
図
に
反
し

た
転
倒
に
対
し
、一
方
は
こ
れ
を
「
運
命
」
と
し
て
冷
徹
に
引
き
受
け
る
と
い
い
、

他
は
新
た
な
宗
教
的
超
越
に
期
待
す
る
ほ
か
な
い
と
い
う
。
そ
の
克
服
へ
の
展
望

を
示
し
え
な
い
点
で
は
共
通
し
て
い
る
。

四
　

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
と
現
代

　

「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
と
近
代
世
界
」
と
い
う
ト
レ
ル
チ
の
問
題
設
定
自

体
、
そ
れ
は
彼
が
置
か
れ
て
い
た
当
時
の
時
代
状
況
と
無
関
係
で
は
な
い
。
そ
れ

ど
こ
ろ
か
、
ロ
シ
ア
革
命
前
後
の
激
動
す
る
二
〇
世
紀
初
頭
の
鼓
動
の
な
か
で
、

そ
れ
を
十
分
に
意
識
し
つ
つ
追
求
さ
れ
て
い
る
。

　

一
九
一
三
年
の
『
ル
ネ
サ
ン
ス
と
宗
教
改
革
』
に
お
け
る
《
社
会
学
的
》
方
法

の
含
意
す
る
も
の
も
、
同
様
で
あ
る
。
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
（『
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る

ル
ネ
サ
ン
ス
の
文
化
』1860

）
以
後
、
彼
自
身
の
意
図
と
は
別
に
ま
す
ま
す
定

式
化
さ
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
、「
ル
ネ
サ
ン
ス
」
を
単
純
に
近
代
の
曙
と
み
る

《
解
放
説
》
や
、
ル
ネ
サ
ン
ス
と
宗
教
改
革
と
を
調
和
的
関
係
と
し
て
み
る
人
間

〝
進
歩
〟
の
歴
史
観
は
、「
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
と
ニ
ー
チ
ェ
を
体
験
し
て
し

ま
っ
た
今
日
の
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
は
、
も
は
や
そ
の
よ
う
に
自
明
で
は
な
い
」

（
ト
レ
ル
チ
）。
も
ち
ろ
ん
ル
ネ
サ
ン
ス
と
宗
教
改
革
と
の
間
に
も
親
和
関
係
の
あ

る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
共
通
の
側
面
に
だ
け
着
目
す
る
の
で
は
両

者
の
本
質
、
そ
の
普
遍
史
的
地
位
と
影
響
作
用
と
を
明
白
に
す
る
こ
と
は
困
難
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
現
代
の
「
緊
張
と
対
立
の
感
情
」
を
も
っ
て
み
る
な
ら
ば
、

両
者
を
む
し
ろ
対
立
的
な
も
の
と
し
て
意
識
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
の
で
あ

る
。
か
れ
が
両
運
動
の
「
精
神
」（
＝
人
間
像
）
を
対
比
的
に
考
察
し
た
の
も
、

両
者
の
た
ん
な
る
調
和
的
結
合
の
延
長
線
上
に
近
・
現
代
を
描
い
て
き
た
従
来
の

通
説
的
歴
史
像
を
根
本
的
に
問
い
直
さ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
現
代
的
状
況
へ
の
こ
の
よ
う
な
対
応
は
彼
ひ
と
り
の
も
の
で
は
な

く
、
二
〇
世
紀
初
頭
に
お
け
る
共
通
の
問
題
意
識
で
あ
っ
て
、
と
く
に
そ
の
な
か

の
「
資
本
主
義
の
精
神
」
起
源
論
（
論
争
）
と
重
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
当
時
の
「
新

し
い
疎
外
（die neue E

ntfrem
dung

）
と
い
う
直
接
的
体
験
」
に
発
し
て
い
た

こ
と
を
マ
ッ
ク
ス
・
シ
ェ
ー
ラ
ー
は
あ
き
ら
か
に
し
て
、
ゾ
ン
バ
ル
ト
の
問
題
提

起
（『
ブ
ル
ジ
ョ
ア
』1913

）
に
応
じ
た
「
す
ぐ
れ
た
頭
脳
」
と
し
て
M
・
ヴ
ェ
ー

バ
ー
、
ト
レ
ル
チ
、
ア
ル
ト
ゥ
ル
・
ザ
ル
ツ
〔A

. Salz

経
済
学
者
〕
の
名
を
あ

げ
て
い
る
（「
ゾ
ン
バ
ル
ト
著
『
ブ
ル
ジ
ョ
ア
』
の
論
評
」、
シ
ェ
ー
ラ
ー
『
価
値

の
転
倒
』
所
収
）。
し
か
も
こ
の
論
争
は
近
代
資
本
主
義
の
た
ん
な
る
起
源
の
問
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題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
れ
を
め
ぐ
り
つ
つ
実
は
一
九
世
紀
末
い
ら
い
の
〝
ド
イ
ツ

資
本
主
義
論
争
〟
と
い
う
広
範
な
論
争
の
一
環
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
と
同
じ
事
態
が
「
ル
ネ
サ
ン
ス
」
概
念
を
融
解
さ
せ
、「
宗
教
改
革
」
と

の
間
に
不
協
和
音
を
奏
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
最
大
の
原
因
は
、
始
め
に
引

用
し
た
よ
う
に
、「
資
本
主
義
経
済
の
矛
盾
が
強
く
意
識
さ
れ
、
さ
り
と
て
社
会

主
義
革
命
に
期
待
で
き
な
か
っ
た
人
々
の
間
に
、
し
だ
い
に
か
つ
て
の
楽
天
的
な

自
信
の
喪
失
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」（
阿
部
玄
治
「
ル
ネ
サ
ン
ス
観
の
変
遷
」、
中

森
義
宗
・
岩
重
政
敏
編
『
ル
ネ
サ
ン
ス
の
人
間
像
』
）
こ
と
に
求
め
ら
れ
よ
う
。
そ
し
て
こ

れ
ら
の
〝
近
代
へ
の
問
い
直
し
〟
が
、
今
日
に
い
た
る
〝
反
近
代
〟
の
大
合
唱
を

生
ん
で
い
く
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
も
既
述
の
よ
う
に
、
近
代
人
の
世
界
観
的
基
礎
を
個
人
主
義
に
求
め
る
ブ

ル
ク
ハ
ル
ト
的
「
ル
ネ
サ
ン
ス
」
観
を
今
な
お
引
き
つ
い
で
い
る
の
は
、
む
し
ろ

正
統
マ
ル
ク
ス
主
義
歴
史
学
の
側
と
な
る
。
し
か
し
ア
ン
ト
ニ
オ
・
グ
ラ
ム
シ

（A
. G

ram
sci 1891

―1937

）
の
把
握
は
も
っ
と
複
雑
で
あ
る
（
「
宗
教
改
革
と
ル
ネ

サ
ン
ス
」、『
グ
ラ
ム
シ
選
集
』
第
四
巻
、
合
同
出
版
）。
彼
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス
を
近
代
の
出

発
点
と
み
る
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
的
史
観
が
「
イ
タ
リ
ア
に
つ
い
て
の
ド
イ
ツ
人
の
本

の
解
釈
で
し
か
な
い
」
こ
と
を
批
判
し
、
イ
タ
リ
ア
の
ル
ネ
サ
ン
ス
は
知
識
人
と

民
衆
と
の
間
の
へ
だ
た
り
を
深
め
た
上
層
部
の
復
古
的
な
運
動
に
ほ
か
な
ら
ず
、

か
の
個
人
主
義
も
民
族
的
統
一
へ
の
志
向
を
欠
く
文
化
的
局
地
性
と
関
連
し
て
い

た
。
こ
こ
イ
タ
リ
ア
に
は
ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
（
＝
知
的
・
道
徳
的
改
革
）
に
対

応
す
る
も
の
が
な
く
、
か
え
っ
て
反
動
宗
教
改
革
で
も
っ
て
そ
れ
を
妨
害
し
よ
う

と
さ
え
し
た
と
こ
ろ
に
、現
代
に
及
ぶ
イ
タ
リ
ア
の
悲
劇
が
あ
っ
た
と
見
て
い
る
。

そ
れ
は
ル
ネ
サ
ン
ス
に
お
け
る
世
俗
知
識
人
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
機
能
の
限
界
に
根
源

を
も
ち
、
一
九
世
紀
の
リ
ソ
ル
ジ
メ
ン
ト
（R

esorgim
ento

イ
タ
リ
ア
・
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー

の
民
族
独
立
運
動
）
の
不
徹
底
性
、
そ
し
て
二
〇
世
紀
フ
ァ
シ
ズ
ム
へ
引
き
つ
が
れ

る
、
と
す
る
。
彼
の
「
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
」
概
念
の
形
成
も
、
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン

ス
等
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
知
的
・
道
徳
的
変
革
の
欠
如
・
不
徹
底
性
へ
の
認
識

と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
こ
こ
に
は
、
ト
レ
ル
チ
と
結
果
的
に
は

類
似
の
・
ル
ネ
サ
ン
ス
ヘ
の
消
極
的
把
握
、
宗
教
改
革
へ
の
積
極
的
理
解
が
見
ら

れ
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
マ
ル
ク
ス
主
義
は
近
代
資
本
主
義
の
開
始
を
従
来
の
通
説
で

あ
っ
た
一
六
世
紀
で
は
な
く
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
（
た
と
え
ば
一
七
世
紀
英
国
の

ピ
ュ
ウ
リ
タ
ン
革
命
）
と
見
る
。
そ
し
て
、『
資
本
論
』
の
マ
ル
ク
ス
も
ギ
ル
ド

に
拘
束
さ
れ
な
い
産
業
資
本
に
よ
る
近
代
へ
の
移
行
を
「
真
に
革
命
的
な
道
」
と

し
て
い
る
か
ら
（
第
三
部
第
二
〇
章
「
商
人
資
本
に
関
す
る
歴
史
的
考
察
」
）、
こ
の
点
で
は

や
は
り
、ヴ
ェ
ー
バ
ー
＝
ト
レ
ル
チ
の
、一
七
・
一
八
世
紀「
新
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ

ズ
ム
」（
＝
産
業
資
本
）
期
に
お
け
る
近
代
世
界
の
成
立
と
い
う
把
握
と
重
な
る

部
分
が
生
じ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
こ
の
こ
と
は
近
代
の
起
源

0

0

問
題
の
み

で
な
く
、
と
く
に
封
建
制
か
ら
の
移
行
の
仕
方
、
変
革
の
推
進
力
、
そ
の
担
い
手

の
問
題
を
も
含
ん
で
お
り
、
総
じ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
近
代
を
世
界
史
の
な
か
で
ど

の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
把
握
し
、
将
来
展
望
を
ど
う
引
き
だ
す
の
か
、
そ
れ
と
も

引
き
だ
せ
ず
に
苦
悩
す
る
の
か
と
い
う
、
巨
大
な
今
日
的
テ
ー
マ
の
一
環
を
な
し

て
い
る
（
堀
孝
彦
『
近
代
の
社
会
倫
理
思
想
』1983

な
ど
）。

　

そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
問
題
は
、
ト
レ
ル
チ
が
苦
悩
し
た
「
歴
史
主
義

H
istorism

us

」
の
問
題
を
含
め
た
一
九
世
紀
末
い
ら
い
の
「
相
対
主
義
」、
そ
し

て
ペ
シ
ミ
ズ
ム
に
傾
き
が
ち
な
問
題
意
識
を
内
蔵
し
て
い
る
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
資
本

主
義
論
に
と
ど
ま
ら
ず
、
こ
の
問
題
の
射
程
は
社
会
主
義
社
会
に
対
し
て
も
、
そ

の
《
起
源
と
、
意
図
し
な
い
結
果
》
の
問
題
と
し
て
及
ぶ
こ
と
と
な
る
。
こ
こ
で
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は
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
哲
学
者
ス
ヴ
ェ
ト
ザ
ー
ル
・
ス
ト
ヤ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ
が

ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
書
名
を
あ
げ
て
、「『
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
倫
理
と
資
本
主

義
の
精
神
』
と
の
類
推
に
よ
っ
て
、〔
集
産
主
義
・
禁
欲
主
義
原
理
に
た
つ
〕
原

始
的
共
産
主
義
の
倫
理
と
〔
革
命
後
の
〕
原
始
的
政
治
主
義
的
国
家
統
制
主
義
の

関
係
に
つ
い
て
研
究
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
」
と
指
摘
し
て
い
る
の
を
挙
げ

て
お
く
（
『
社
会
主
義
の
批
判
と
未
来―

理
想
と
現
実
の
狭
間―

』
一
九
六
八
年
、野
村
博
訳
、

御
茶
の
水
書
房
）。

　

ヴ
ェ
ー
バ
ー
自
身
、
近
代
初
頭
の
ピ
ュ
ウ
リ
タ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
、「
個
人
主

義
は
そ
の
英
雄
的
な
青
年
期
に
お
い
て
は
共
同
体
を
形
成
す
る
い
ち
じ
る
し
い
力

を
獲
得
し
た
」（「
北
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
教
会
と
セ
ク
ト
」）
こ
と
を
重
視
し
て

い
た
。
あ
の
「
共
同
生
活
の
基
礎
的
な
規
則
を
ま
も
る
習
慣
」（
レ
ー
ニ
ン
）
を
育

て
、
成
熟
し
た
共
産
主
義
へ
い
た
ら
せ
る
長
い
行
程
の
な
か
で
、
か
つ
て
の
ピ
ュ

ウ
リ
タ
ン
革
命
の
「
英
雄
的
な
青
年
期
」
に
お
け
る
ゼ
ク
テ
の
禁
欲
と
自
主
的
規

律
が
果
し
た
の
と
同
様
の
意
義
が
大
規
模
に
再
登
場
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
同
時

に
そ
の
こ
と
は
、
こ
の
場
面
で
も
再
び
「
少
数
独
裁
政
治
的
・
国
家
統
制
主
義
階

級
」
に
よ
る
「
残
忍
さ
と
結
び
つ
い
た
一
種
特
別
な
形
式
の
ピ
ュ
ウ
リ
タ
ニ
ズ
ム

（
＝
ス
タ
ー
リ
ニ
ズ
ム
）」
が
生
れ
る
（
ス
ト
ヤ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ
）
と
い
う
問
題
で
も

あ
る
の
で
あ
る
。

　

ト
レ
ル
チ
の
論
文
は
、『
近
代
世
界
の
成
立
に
た
い
す
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ

ズ
ム
の
意
義
』
と
題
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
そ
れ
は
、
ヴ
ェ
ー
バ
ー
と
も
共
通
す

る
近
代
文
化
へ
の
、
先
に
引
用
し
た
ペ
シ
ミ
ズ
ム
や
、『
ト
レ
ル
チ
・
テ
ー
ゼ
』

そ
の
も
の
の
も
つ
含
意
に
照
ら
し
て
見
直
し
て
み
る
と
き
、
た
ん
に
「
近
代
世
界

の
成
立
」
に
た
い
す
る
意
義
の
み
で
は
な
く
し
て
、
す
ぐ
れ
て
「
現
代
社
会
」
に

た
い
す
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
意
義
い
か
ん
を
問
う
問
題
と
し
て
設
定
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

カ
ト
リ
シ
ズ
ム
は
本
来
、
近
代
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
み
な
ら
ず
、
ル

タ
ー
以
来
の
全
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
を
、
近
代
世
界
と
妥
協
を
と
げ
た
退
廃

形
態
と
み
な
す
（
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
ル
タ
ー
像
も
、
近
年
は
軌
道
修
正
さ
れ
つ

つ
あ
る
け
れ
ど
も
）。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
古
で
あ
れ
新
で
あ
れ
、
一
括

し
て
《
連
続
的
に
》
と
ら
え
、
お
し
な
べ
て
否
認
す
る
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
と
は
ち

が
っ
て
、
K
・
バ
ル
ト
ら
の
危
機
神
学
は
、
ト
レ
ル
チ
と
同
様
《
断
層
説
》
的
立

場
に
立
つ
け
れ
ど
も
、
自
由
主
義
神
学
的
な
一
九
世
紀
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム

（
＝
《
連
続
説
》）
へ
の
ラ
ジ
カ
ル
な
対
抗―

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
側

か
ら
の
強
烈
な
反
近
代
主
義―

の
ゆ
え
に
、
宗
教
改
革
か
ら
も
そ
の
歴
史
的

規
定
を
取
り
去
り
、
歴
史
か
ら
超
越
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
福
音
の
本
質
を
摘
出

し
、
そ
の
次
元
か
ら
い
き
な
り
現
在
に
お
け
る
福
音
の
問
題
を
垂
直
的
に
突
き
つ

け
た
。
宗
教
改
革
と
近
代
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
と
の
間
の
《
断
層
》
を
認
め

る
点
で
は
ト
レ
ル
チ
と
共
通
だ
が
、
そ
れ
を
古
か
ら
新
へ
の―

意
図
し
な
い

―

段
階
を
異
に
し
た
発
展
と
は
見
な
さ
ず
、近
代
的
退
廃
（
＝
疎
外
）
と
み
る
。

　

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
立
場
か
ら
な
さ
れ
た
近
代
批
判
の
う
ち
に
は
、

ヴ
ェ
ー
バ
ー
再
解
釈
と
も
気
脈
の
通
じ
た
も
の
が
う
か
が
え
る
。
そ
れ
は
、

ヴ
ェ
ー
バ
ー
『
倫
理
』
論
文
に
お
け
る
「
主
題
と
し
て
の
『
魔
術
か
ら
の
解
放
』

〔
＝
伝
統
主
義
に
対
す
る
近
代
的
・
自
律
的
合
理
性
〕
と
、
末
尾
に
姿
を
現
わ
す

後
期
資
本
主
義
社
会
の
『
機
械
的
化
石
化
』〔
＝
官
僚
制
的
組
織
化
を
必
然
な
ら

し
め
る
非
合
理
的
な
も
の
〕
の
関
連
を
、
ど
の
よ
う
な
脈
絡
に
よ
っ
て
つ
な
げ
」

る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
（
山
之
内
靖
『
現
代
社
会
の
歴
史
的
位
相
』
三
一
ペ
ー
ジ
、
日
本
評

論
社
、
一
九
八
二
年
）。
こ
こ
で
、
古
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
禁
欲
は
伝
統
主
義
・
人
格

的
依
存
関
係
を
止
揚
し
西
欧
近
代
に
独
自
な
合
理
主
義
を
生
ん
だ
が
、
こ
れ
が
次0
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に
は

0

0

資
本
主
義
の
成
熟
と
と
も
に
非
合
理
的
な
も
の
へ
転
化
し
て
い
っ
た
と
い
う

よ
う
に
、
段
階
的
に
解
釈
す
る
か
ぎ
り
は
、『
ト
レ
ル
チ
・
テ
ー
ゼ
』の《
断
層
説
》

と
整
合
的
で
あ
り
う
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
こ
の
よ
う
な
「
時
間
的
前
後
関
係
」

と
し
て
で
は
な
く
、
古
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
が
も
つ
「
伝
統
主
義
破
壊
の
た

く
ま
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
も
か
か
わ
ら
ず―

と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
た
く

ま
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ゆ
え
に―

、
初
発
か
ら
そ
の
合
理
性
の
裏
腹
と
し
て

非
合
理
的
な
も
の
を
内
包
し
て
い
た
」
と
解
す
れ
ば
、
古
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ

ム
の
精
神
構
造
そ
の
も
の
に
内
包
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
「
反
人
間
性
」「
非
合

理
性
」
の
首
尾
一
貫
し
た
帰
結
と
し
て
、
近
代
的
合
理
性
も
現
代
的
非
合
理
性
も

生
じ
て
く
る
こ
と
に
な
り
、《
断
層
説
》
は
一
蹴
さ
れ
る
。

　

こ
の
点
か
ら
す
る
と
、「
ミ
ス
テ
ィ
ー
ク
」
を
第
三
の
教
団
（
宗
教
集
団
）
類

型
と
し
て
独
立
さ
せ
た
ト
レ
ル
チ
の
類
型
論
が
、
現
代
の
宗
教
（
と
り
わ
け
、
と

め
ど
な
い
世
俗
化
の
波
に
洗
わ
れ
て
い
る
キ
リ
ス
ト
教
）
の
お
か
れ
た
状
況
を
照

ら
し
だ
す
の
に
、
か
え
っ
て
有
効
な
も
の
と
し
て
一
部
に
は
再
評
価
さ
れ
て
い
る

こ
と
も
理
由
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
（
赤
池
憲
昭
「
教
団
と
し
て
の
宗
教―

教
団
類
型
論
を

中
心
と
し
て―

」、
井
門
富
二
夫
編
『
講
座
　

宗
教
学
』
3
　

東
大
出
版
会
、
一
九
七
八
年
）。
か

つ
て
の
教
団
論
の
中
心
テ
ー
マ
が
「
ゼ
ク
テ
」
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
今
日
で

は
「
ミ
ス
テ
ィ
ー
ク
」（
ま
た
は
「
ク
ル
ト
」）
が
新
た
な
課
題
と
な
っ
て
き
て
い

る
と
い
う
、
ま
さ
に
そ
の
流
れ
は
、
合
理
的
組
織
と
し
て
の
市
民
社
会
の
自
立
モ

ラ
ル
か
ら
、
現
代
社
会
の
非
合
理
主
義
へ
の
推
移
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
ト
レ

ル
チ
は
「
ミ
ス
テ
ィ
ー
ク
」
の
う
ち
に
、
ル
タ
ー
か
ら
ド
イ
ツ
観
念
論
（
＝
ス
ピ

リ
ト
ゥ
ア
リ
ス
ム
ス
）
へ
至
る
光
輝
あ
る
系
譜
と
同
時
に
、
知
識
人
階
層
に
担
わ

れ
た
宗
教
的
個
人
主
義
の
行
き
つ
く
先
と
し
て
の
・
価
値
の
全
面
的
相
対
化
、
キ

リ
ス
ト
教
の
運
命
（
教
会
制
度
の
崩
壊
）
を
見
て
と
っ
た
わ
け
で
も
あ
る
。《
ゼ

ク
テ
論
か
ら
ミ
ス
テ
ィ
ー
ク
論
へ
》
の
推
移
が
、「
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
」
原
理
に

た
つ
西
欧
に
独
自
な
近
代
合
理
主
義
に
対
す
る
問
い
直
し
を
含
ん
で
い
る
こ
と
は

ヴ
ェ
ー
バ
ー
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
が
、
キ
リ
ス
ト
教
の
枠
を
こ
え
た
、
む
し

ろ
非
西
欧
的
世
界
宗
教
に
お
け
る
救
済
手
段
と
し
て
の
「
ミ
ス
テ
ィ
ー
ク
」
で
は

な
く
、
ト
レ
ル
チ
の
場
合
は
、
自
己
否
定
の
契
機
で
も
あ
る
「
ミ
ス
テ
ィ
ー
ク
」

を
他
な
ら
ぬ
全
キ
リ
ス
ト
教
史
の
胎
内
に
定
位
さ
せ
た
だ
け
に
、
か
え
っ
て
こ
の

点
で
は
事
態
は
深
刻
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
人
格
的

依
存
＝
伝
統
主
義
か
ら
解
放
さ
れ
、
近
代
世
界
に
お
け
る
自
立
し
た
「
個
人
」
＝

近
代
的
主
体
・
西
欧
近
代
市
民
的
エ
ー
ト
ス
の
成
立
は
、
か
く
も
極
端
な
内
面
的

孤
立
化
、一
切
の
自
然
と
「
人
間
的
」
諸
関
係
か
ら
の
疎
外
な
し
に
は
不
可
能
だ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
が
同
時
に
新
た
な
物
的
依
存
関
係
の
下
に
立
つ
こ
と
を

必
然
と
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
で
な
い
と
い
う
の
な
ら
、
そ
の
よ
う
な
代
価
の

支
払
い
を
割
引
し
て
後
進
国
か
ら
一
挙
に
馳
け
ぬ
け
よ
う
と
し
た
「
社
会
主
義
」

社
会
の
も
つ
今
日
的
問
題
性
を
ど
う
理
解
す
れ
ば
よ
い
の
か
等
々
。
今
〔
一
九
八
四

年
〕
を
去
る
八
○
年
前
に
提
示
さ
れ
た
『
ヴ
ェ
ー
バ
ー
＝
ト
レ
ル
チ
・
テ
ー
ゼ
』

は
、
こ
う
い
っ
た
巨
大
な
、
し
か
も
す
ぐ
れ
て
今
日
的
な
、
近
代
と
現
代
と
の
関

連
い
か
ん
に
か
か
わ
る
テ
ー
マ
を
内
包
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
の
近
代

日
本
に
と
っ
て
も
、
一
見
縁
遠
い
よ
う
に
見
え
て
実
は
、
切
実
な
問
題
に
ほ
か
な

ら
な
い
。

＊
以
下
の
叙
述
は
、
東
西
ド
イ
ツ
未
統
一
時
代
の
執
筆
を
示
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
ド
イ
ツ
宗
教
改
革
に
つ
い
て
は
、
ル
タ
ー
生
誕
五
〇
〇
年
に
あ
た
る
昨
年

（
一
九
八
三
年
）
を
中
心
に
、
活
発
な
論
議
や
記
念
行
事
が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
て
い
る
。
な

か
で
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
（
東
ド
イ
ツ
）
に
お
け
る
ル
タ
ー
像
の

大
幅
な
転
換
、
積
極
的
な
評
価
で
あ
る
。
そ
の
熱
の
入
れ
よ
う
は
、
ル
タ
ー
の
記
念
切
手
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を―

各
一
種
ず
つ―

発
行
し
た
国
ぐ
に
（
フ
ラ
ン
ス
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
、
ド
イ

ツ
連
邦
共
和
国
〔
西
ド
イ
ツ
〕、
オ
ラ
ン
ダ
、
ア
メ
リ
カ
等
）
の
な
か
で
、
ひ
と
き
わ
東
ド

イ
ツ
が
一
昨
年
に
四
種
の
記
念
切
手
と
一
種
の
小
型
記
念
シ
ー
ト
を
発
行
し
、
さ
ら
に
昨
年

に
も
第
二
次
と
し
て
新
し
い
小
型
シ
ー
ト
を
再
び
出
し
て
い
る
こ
と
の
う
ち
に
も
う
か
が
え

る
。
従
来
〔
東
ド
イ
ツ
で
〕
評
価
の
高
か
っ
た
ト
ー
マ
ス
・
ミ
ュ
ン
ツ
ァ
ー
（
＝
ミ
ス
テ
ィ
ー

ク
型
）
か
ら
、
農
民
の
裏
切
者
と
見
ら
れ
て
い
た
ル
タ
ー
（
＝
キ
ル
ヘ
型
）
へ
関
心
が
移
る

に
と
も
な
い
、
今
や
「
初
期
市
民
革
命
の
先
駆
者
」
と
し
て
の
「
進
歩
的
」
ル
タ
ー
像
が
追

求
さ
れ
始
め
、
ル
タ
ー
の
「
影
響
は
西
欧
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
成
立
〔
＝
啓
蒙
主
義
〕
に
い
た
る

過
程
全
体
に
ま
で
つ
な
が
る
も
の
と
見
な
さ
れ
る
」（
宮
田
光
雄
「
思
想
の
言
葉
」、『
思
想
』

一
九
八
三
年
一
一
月
号
）
の
だ
と
す
れ
ば
、「
宗
教
改
革
・
市
民
革
命
・
官
僚
制
化
」
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
関
連
づ
け
る
の
か
、
そ
の
接
近
の
仕
方
の
著
し
い
対
照
に
、
あ
ら
た
め
て

目
を
見
張
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

【
追
　

記
】

　

　

「
ゼ
ク
テ
か
ら
ミ
ス
テ
ィ
ー
ク
へ
」
へ
の
流
れ
は
今
も
続
い
て
い
る
が
、

ゼ
ク
テ
型
（
N 

G 

O
な
ど
）
も
踏
ん
張
っ
て
い
て
、
巨
大
「
帝
国
」
と
対

峙
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。「
将
来
こ
の
鉄
の
檻
に
住
む
の
は
誰
な
の

か
」
と
ウ
エ
ー
バ
ー
は
問
い
か
け
、
あ
の
有
名
な
「
精
神
の
な
い
専
門
人
」

以
下
の
結
び
の
言
葉
を
遺
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
直
前
の
文
章
で
、

「
こ
の
巨
大
な
発
展
が
終
わ
る
と
き
、
全
く
新
し
い
預
言
者
（ganz neue 

P
ropheten

）
が
立
ち
現
れ
る
の
か
、
あ
る
い
は
か
つ
て
の
思
想
や
理
想
の

力
強
い
復
活(W

iedergeburt alter G
edanken und Ideale) 

が
起
こ
る
の

か
、
そ
れ
と
も―

そ
の
ど
ち
ら
で
も
な
く
て(oder aber-w

enn keins 

von beiden)
―

」 

と
断
っ
た
上
で
、
そ
れ
が
ど
う
な
る
か
「
誰
に
も
分

か
ら
な
い
。
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
（D

ann allerdings

）、
文
化
発
展
の
最

後
に
現
れ
る
『
末
人
た
ち
』
は
…
…
精
神
の
な
い
専
門
人
…
…
と
自
惚
れ
る

だ
ろ
う
」
と
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
み
れ
ば
ト
レ
ル
チ
の
末
文
と

重
な
る
面
も
あ
る
こ
と
に
な
る
。
ウ
エ
ー
バ
ー
へ
の
引
照
は
、
そ
れ
を
ど
れ

だ
け
読
み
込
め
た
か
テ
ス
ト
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
れ
ほ
ど
現
代
へ
の
彼
の
射

程
は
奥
深
い
。

（
二
〇
一
一
年
一
月
　
　

名
古
屋
学
院
大
学
名
誉
教
授
・
倫
理
学
）
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